
戦
前
期
日
本
に
留
学
し
た
中
国
人
技
術
者
に
関
す
る
研
究

徐

蘇
斌

戦前期日本に留学した中国人技術者に関する研究

序
こ
れ
ま
で
、
欧
米
先
進
国
で
は
ア
ジ

ア
諸
国
の
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
政
策
を
実
施
し
て
き
た
。

日
本

で
も
、

一
九
八
三
年
か
ら
進
め
て
き
た

「留
学
生
受
け
入
れ

一
〇
万
人
計
画
」
が
二
〇
〇
三
年
五
月
に

一
〇
九
、
五
〇

八
人
と
な
り
、
漸
く
目
標
の
達
成
を
見

て
い
る
。
内
訳
は
中
国
人
の
七
〇
、
八

一
四
人
を
筆
頭
に
、
韓
国
人

一
五
、
人
七

一
人
、
台
湾
四
、
二
三
五
人
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
続
い
て
い
る
。
今
や
、
中
国
人
留
学
生
の
受

け
入
れ
数
は
、
米
国
の
六
四
、
七
五
七
人
を
越
え
る
に
至

っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
国
国
内
の
留
学
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
日
本

へ
の
中
国
人
留
学
生
数
が
今
後
ま
す

ま
す
増
加
す
る
と
の
予
測
も
あ
る
。

専
攻
別
に
見
る
と
、
工
学
系
の
留
学
生
数
の
比
重
が
高
い
。
現
在
、
東
京
大

学

「学
内
広
報
」
(二
〇
〇
三
年

=

月
)
に
よ
れ
ば
、
東
京
大
学
の
留
学
生

の
総
数
は
二
、

一
一
一
人
に
上
り
、
工
学
部
だ
け
で
六
九
八
人
と
な
り
、
三
分

の

一
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
土
木

・
建
築

・
都
市
計
画

・
環
境
だ
け
で

三
四
九
人
が
在
籍
し
て
お
り
、
実
に
工
学
系
留
学
生
の
半
数
を
占
め
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
工
学
部
に
在
籍
し
て
い
る
六
九
八
人
の
う
ち
、
中
国
人
留
学
生
は

一
七
三
人
を
数
え
る
。

日
本
留
学
の
重
要
な
目
的
の

一
つ
は
、
先
進
的
な
産
業
技
術
を
学
ぶ
こ
と
に

あ
る
。
振
り
返

っ
て
見
る
と
、
百
年
前

の
明
治
末
か
ら
す
で
に
留
学
生
の
受
入

政
策
は
あ

っ
た
。
戦
前
期
に
は
、
六
帝
国
大
学
、

一
五
高
等
工
業
学
校

・
高
等

工
芸
学
校
、

一
〇
私
立
学
校
で
中
国
人
工
学
系
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

留
学
生
は
鉄
道

・
機
械

・
土
木

・
建
築

・
応
用
化
学

・
紡
績
な
ど
の
工
学
領
域

全
般
に
亘

っ
て
お
り
、
中
国
の
産
業
近
代
化
に
と

っ
て
看
過
で
き
な

い
大
き
な

役
割
を
担

っ
て
い
た
。

む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
留
学
生

の
存
在
に
つ
い
て
は
、
日
中
関
係
、
さ
ら
に
は

ア
ジ
ア
の
近
代
化
過
程
を
解
明
す
る
た
め
の
重
要
な
側
面
と
し
て
、
戦
前
か
ら
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す
で
に
研
究
者
に
着
目
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ

っ
た
。
代
表
的
な
研
究
と
し
て

は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
知
ら
れ
る
。

・
中
島
半
次
郎

『
日
清
間
の
教
育
関
係
』

(日
清
印
刷
、

一
九

一
〇
年
)

・
実
藤
恵
秀

『中
国
人
留
学
日
本
史
稿
』

(日
華
学
会
、

一
九
三
九
年
)

『中
国
人
日
本
留
学
史
』

(く
ろ
し
お
出
版
、

一
九
六
〇
年
)

・
松
本
亀
次
郎

『中
華
留
学
生
教
育

小
史
』
(く
ろ
し
お
出
版
、

一
九
六
〇
年
)

実
藤
恵
秀

(
一
八
九
六
-

一
九
八
五
)

の
存
在
は
夙
に
有
名
で
、
彼
は

一
九

二
六
年
早
稲
田
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
、

一
九
二
八
年
に
は
早
稲
田
大
学
教
授

と
な
り
、

「中
国
留
学
生
史
の
研
究
」

で
文
学
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。

ま
た
、
比
較
的
近
年
の
成
果
と
し
て
は

(個
別
の
研
究
論
文
は
除
く
)
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
上
垣
外
憲

一
『
日
本
留
学
と
革
命

運
動
』
(東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
二

年
)

・
阿
部
洋

『
日
中
教
育
文
化
交
流
と
摩
擦
』

(第

一
書
房
、

一
九
八
三
年
)

『
米
中
教
育
交
流
の
軌
跡
』
(霞
山
会
、

一
九
八
五
年
)

『
中
国
の
近
代
教
育
と
日
本
』
(福
村
出
版
、

一
九
九
〇
年
)

・
厳
安
生

『
日
本
留
学
精
神
史
』
(岩
波
書
店
、

一
九
九

一
年
)

・
小
林
共
明

「留
日
学
生
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
(辛
亥
革
命
研
究
会
編

『
中
国
近
代
史
研
究
入
門

現
状
と
課
題
』
汲
水
書
院
、

一
九
九
二
年
、

所
収
)

・
周

一
川

『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』
(国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇

年
)

・
高

田
幸
男

「明
治
期
東
京
の
中
国
人
留
学
生
諸
相
」

(藤

田
直
晴
編
著

『
東
京

"
巨
大
空
間
の
諸
相
』
大
明
堂
、
二
〇
〇

一
年
三
月
、
所
収
)

・
大
里
浩
秋
、
孫
安
石
編

『
中
国
人
日
本
留
学
史
研
究
の
現
段
階
』
(御
茶

の
水
書
房
、
二
〇
〇
二
年
)

一
方
、
中
国
語
で
出
版
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
舒
新
城

『近
代
中
国
留
学
史
』
(中
華
書
局
、

一
九
三
三
年
)

・
黄
福
慶

『清
末
留
日
学
生
』
(中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
専
刊
、
三
四
、

一
九
七
五
年
)

・
林
子
勲

『
中
国
留
学
教
育
史

日
一
八
四
七
至

一
九
七
五
年
』

(台
北
、
華

岡
出
版
公
司
、

一
九
七
六
年
)

・
王
煥
環

『中
国
留
学
教
育
史
料
』
(台
湾
、

一
九
八
○
年
)

・
呉
霓

『中
国
人
留
学
史
話
』
(増
訂
版

商
務
印
書
館
、

一
九
九
七
年
)

・
沈
殿
成

『
中
国
人
留
学
日
本
百
年
史

二

八
九
六
-

一
九
九
六
』

(教
育

出
版
社
、

一
九
九
七
年
)

ま
た
米
国
人

の
研
究
に
、
O
oロ
αq蓼

客

肉
o巻
皀
q
。。9
9

旨
鼻

丶。。℃。。丸
℃
丶N
§
Q

さ

ミ
罫

§
恥
肉
ミ
ミ
ミ
ご
ミ
§

黛
書

§

w
口
騨
疑
鎚
α
¢
巳
く
o邑

ぎ

一
〇
〇
ω
が
知

ら

れ

る

。

こ
う
し
た
既
往

の
研
究
は
、
中
国
人
留
学
生
の
多
様
な
側
面
を
活
写
し
、
日

中
近
代
交
流
史
研
究
に
お
い
て
多
大

の
成
果
を
上
げ
、
本
研
究
の
基
礎
と
な

っ

て
い
る
が
、
留
学
史
研
究
が
静
態
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
新

し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
構
築
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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例
え
ば
、
近
代
化
の
視
点
か
ら
見
た
留
学
と
帰
国
後
の
役
割
、
留
学
生
た
ち

、の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
現
、
フ

ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
見
た
女
子
留
学
生

の
再
考
、
清
末

・
民
国

・
戦
後
も
視
野

に
入
れ
た
通
時
的
な
研
究
、
各
分
野
の

専
門
的
特
性
を
生
か
し
た
研
究
、
さ
ら

に
は
、
資
料
の
再
発
掘
、
方
法
論
の
再

検
討
な
ど
、
数
多
く
の
可
能
性
が
存
在

し
て
い
る
。

本
研
究
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
工
学
系
留
学
生
と
い
う
分
野

に
着
目
し
、
工
学
系
留
学
の
実
体
、
な
ら
び
に
留
学
生
の
帰
国
後
の
活
動
を
捉

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
九
紀
末
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
近
代
化
と
言
え
ば
、
産
業
技
術
の
近
代
化
に

象
徴
さ
れ
る
。
戦
前
に
お
い
て
、
多
く

の
留
学
生
の
留
学
目
的
が
先
進
的
工
学

技
術

の
習
得
に
あ

っ
た
こ
と
は
、
時
代
的
特
徴
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
留
学

生
は

一
つ
の
技
術
者
層
と
し
て
存
在
し
、
中
国
で
は
、
近
代
化

へ
の
プ

ロ
セ
ス

に
お
い
て
不
可
欠
な
存
在
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
問
題
の
解

明
が
従
来
ま
で
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
と
推
察

さ
れ
る
。

第

一
に
、
近
代
産
業
技
術

の
受
容
に
対
す
る
評
価
は
植
民
地
時
代

へ
の
評
価

と
関
連
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
認
識
上

の
問
題
を
は
っ
き
り
と
整
理
さ
れ
て
い

な
い
状
況
下
で
は
、
受
容
に
関
す
る
具
体
的
な
研
究
が
進
み
に
く
い
。
第
二
に
、

技
術
者
は
文
学
者
な
ど
と
は
異
な
り
、
集
団
と
し
て
存
在
し
、
個
人
的
な
作
品

が
少
な
く
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
る
か
と

い
う
方
法
論
上
の
問
題
が
あ
る
。

第

一
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
本
研
究
の
基
本
的
な
視
座
と
し
て
、
近
代
産
業

技
術
の
受
容
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
「受
容
」
は

「主
動
受
容
」

と

「他
動
受
容
」
と
に
区
分
し
、
「主
動
受
容
」
は
中
国
人
の
自
主
的
な
受
容

で
あ
り
、

「他
動
受
容
」
は
植
民
地
で
行
わ
れ
た
受
容
で
あ
り
、
留
学
生

の
技

術
受
容
は

「主
動
受
容
」
の
範
囲
に
な
る
。
主
動
的
な

「受
容
」
と

「反
受
容
」

と
も
に
、
近
代
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
表
現
の
二

つ
表
象
、
あ
る
い

は
二
極
で
あ
る
。
従
来
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
研
究
は
主
と
し
て

「反
受
容
」

に
注
目
し
、
主
動
的
な

「受
容
」
に

つ
い
て
は
理
論
的
枠
組
の
位
置
付
け
自
体

が
積
極
的
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
経
緯
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
特
に
こ
の

点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
紙
幅
に
制
限
が
あ
る
た
め
、

詳
し
く
は
稿
を
改
め
て
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

「受
容
」
に

つ
い
て
は
、
如
何
に
技
術
者
層
の
中
国
近
代
に
お
け

る
位
置
付
け
を
認
識
す
る
か
と
い
う
点
が
重
要
と
な
る
。
近
代
化
に
影
響
を
及

ぼ
す
要
素
は
多
面
的
で
あ
る
が
、
国
土
建
設
に
と

っ
て
、
近
代

へ
の
転
換
過
程

に
お
い
て
、
経
済
と
技
術
の
二
つ
は
重
要
な
柱
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
鉄
道

建
設
を
例
に
し
て
見
る
と
、
初
期
の
鉄
道
建
設
は
経
済
的
な
面
も
、
技
術
的
な

面
も
外
国
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
借
金
と
同
時
に
外
国
技
術
者

の

雇
用
も
併
行
し
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
で
は
両
者
が
欠
落
し
て

い
た
た
め
、
程
な
く
路
権
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
。

日
本
の
鉄
道
建
設
も
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
、
経
済
的
に
も
、
技
術
的
に
も

困
難
で
は
あ

っ
た
が
、
最
終
的
に
経
済
面
に

つ
い
て
は
克
服
を
見
た
。
当
時
、
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経
済
と
技
術
の
問
題
を
比
べ
る
と
、
技
術

の
修
得
は
よ
り
時
間
が
か
か
る
問
題

で
あ
り
、
先
進
諸
外
国
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
経
済
的
な

面
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
自
国
で
解
決
に
当
た

っ
た
。
最
初
期
に
お
い
て
は
、

借
金
問
題
に
非
常
に
慎
重
な
態
度
を
見
せ
て
い
た
が
、
御
雇
い
外
国
人
を
雇
用

し
、
急
速
に
自
国
の
技
術
者
を
養
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
末
期
に

は
、
両
者

の
主
導
権
と
も
握
る
ま
で
に
急
成
長
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

翻

っ
て
、
中
国
で
は
路
権
運
動
は
長
期
に
及
び
、
路
権
の
挽
回
を
見
た
の
は
、

中
国
人
技
術
者
層
が
形
成
さ
れ
た
後

の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
経
済
と
技
術

両
者

の
自
立
は
、
路
権
挽
回
の
前
提
条
件
と
も
言
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
と
り

わ
け
、
技
術
の
習
得
は
よ
り
安
定
し
た
基
盤
の
確
保
に
繋
が
る
重
要
条
件
で
あ

り
、
後
年
、
こ
う
し
た
技
術
者
層
の
存
在
が
、
脱
植
民
地
に
向
け
た
近
代
化
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
清
末
か
ら
民
国
に
か
け

て
、
国
家
政
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た
工
学
系
留
学
の
実
態
解
明
は
、

一
層
重
要

性
を
帯
び
て
く
る
。

第
二
の
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
こ
の
技
術
者
集
団
を
捉
え
る
か
、
と

い
う
当
該
研
究
の
方
法
論
の
確
立
と
密
接
に
関
係
し
て
く
る
。
本
研
究
で
は
、

各
種
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
統
計
的
手
法
を
用
い
た
。

清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
、
中
国
人
留
学
生
の
就
学
分
野
は
、
鉄
道

・
機

械

・
土
木

・
建
築

・
応
用
化
学

・
紡
績
な
ど
、
お
よ
そ
工
学
系
領
域
全
般
に
亘

っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
数
多
く
の
留
学
生
を
対
象
と
し
て
、
各
種
関
係
名
簿
を
は
じ

め
、
人
名
辞
典
、
当
該
関
係
資
料
等
の
収
集

・
分
析
を
行
い
、
目
本
留
学

の
最

初
期
か
ら

一
九
四
五
年
ま
で
の
半
世
紀
に
お
け
る
留
学
生
の
個
人
デ
ー
タ

(約

二
、
○
○
○
件
)
を
作
成
し
た
。

当
該
デ
ー
タ
の
内
容
は
、
中
国
人
留
学
生
の
受
入
校
と
な

っ
た
文
部
省
直
轄

の
帝
国
大
学
六
校
、
高
等
工
業
、
工
芸
学
校
十
五
校
、
私
立
十
校
の
在
籍
者
に

つ
い
て
、
出
身
地

・
来
日
時
期
、
大
学
入
学
年
、
卒
業
年
、
在
学
様
子
、
勤
務

先
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
従
来
、
未
解
明
で
あ

っ
た
留
学
生
の
帰
国
先

に
つ
い
て
は
、
日
中
両
国
の
関
係
資
料
に
よ
り
そ
の
欠
を
補
い
、
留
学
生
の
帰

国
後
の
活
動

(工
学
系
分
野
)
に
お
け
る
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

留
学
生
の
派
遣
と
受
入
-
中
日
両
国
の
工
学
系
留
学
観

(
一
)
中
国
側
の
工
学
留
学
生
派
遣

中
国
人
の
留
学
は
ま
ず
工
学
系
留
学
か
ら
始
ま

っ
た
が
、
そ
の
発
端
は
洋
務

派
の
産
業
振
興
事
業
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
最
初
の
契
機

が
そ
の
後
如
何
な
る
展
開
を
見
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
八
四
〇
年
阿
片
戦
争
が
勃
発
し
、
中
国
人
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
。

こ
の

際
、

一
部
の
知
識
人
は
西
洋
の
先
進
技
術
に
倣

っ
て
、
近
代
的
な
工
業

の
振
興

を
強
く
主
張
し
た
。

こ
の
人
々
が
洋
務
派
と
呼
ば
れ
た
。
洋
務
派
の
代
表
的
な

業
績
と
し
て
は
、

一
八
六
二
年
の
曽
国
藩
に
よ
る
安
慶
軍
機
処

(兵
器
工
場
)

の
設
立
、
同
年
の
李
鴻
章
に
よ
る
上
海
洋
砲
局
の
設
立
が
あ
る
。
さ
ら
に

一
人

六
六
年
に
は
、
や
は
り
洋
務
派
の
左
宗
棠
に
よ
っ
て
福
州
船
政
局
が
開
か
れ
、
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蒸
気
船
の
建
造
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。
当
時
の
標
語
は

「船
堅
砲
利
」
で
、

西
洋
の
軍
事
技
術
、
特
に
機
械
と
し
て
の
蒸
気
船
と
大
砲
の
優
秀
性
の
み
に
興

味
が
集
中
し
て
い
た
感
が
あ
る
。

し
か
し
、

一
八
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
そ
の
軍
事
を
支
え
る
は
ず
の
経
済
面

で
の
近
代
化
も
課
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
人
七
二
年
に
は
気
船
会
社

招
商
局
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
気
船
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
石
炭
の
開
発
が

必
要
と
な
り
、

一
人
七
七
年
に
は
河
北
省
開
平
鑛
務
局
が
開
設
さ
れ
た
。
製
造

工
業
で
は
、

一
八
八
二
年
に
計
画
さ
れ
、

一
八
九
〇
年
に
上
海
機
械
織
布
局
が

あ
り
、
ま
た

一
八
九
〇
年
、
漢

口
に
張
之
洞
に
よ

っ
て
創
立
さ
れ
た
漢
陽
製
鉄

所
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
洋
務
工
業
の
発
展
と
共
に
、

そ
れ
を
担
う
人
材
の
不
足
が
重
要
な
問

題
と
な
り
、
近
代
的
工
業
教
育
を
目
的
と
す
る
学
校
の
設
立
を
は
じ
め
、
留
学

生
の
派
遣
に
よ
る
近
代
工
学
習
得
が
重
要
な
手
段
と
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
よ
り
以
前
、
い
ち
早
く
米
国
に
学
ん
だ
中
国
人
留
学
生
に
容

因
と

い
う
人
物
が
い
る
。
容
は
マ
カ
オ

で
ド
イ
ツ
系
の
宣
教
師
の
経
営
に
よ
る

学
校
で
洋
式
教
育
を
う
け
、

一
人
五
〇
年
イ

ェ
ー
ル
大
学
に
入
学
、

一
人
五
五

年
帰
国
し
た
。
彼
は
積
極
的
に
洋
務
派

に
提
言
を
行

っ
た
が
、
米
国

へ
の
留
学

生
派
遣
に
も
尽
力
し
て
い
っ
た
。

さ
て
、

一
人
七
二
年
、

一
二
歳
か
ら

一
六
歳
ま
で
の
少
年
三
〇
人
が
米
国
に

渡
り
、

一
五
年
間

の
年
限
で
学
習
を
始

め
た
の
で
あ
る
。
毎
年
三
〇
名
ず

つ
派

遣
す
る
予
定
で
い
た
が
、
四
年
で
中
断

し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
後
、
中
国
移
民

排
斥
問
題
で
中
米
関
係
が
悪
化
す
る
と
、
在
米
留
学
生
も
帰
国
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
米
国
に
お
け
る
留
学
事
業
は

一
八
八

一
年
で
幕
を
閉
じ
た
。
と
は
言
え
、

都
合

=

一〇
名
に
上
る
留
学
生
た
ち
は
、
米
国
に
お
い
て
、
鉄
道

・
電
信
な
ど

近
代
諸
科
学
を
学
習
し
た
意
義
は
大
き
く
、
ま
た
工
学
系
留
学
の
紛
れ
も
な
く

先
駆
者
た
ち
で
あ

っ
た
。

一
方
、
福
州
船
政
局
の
前
後
学
堂
か
ら
は
英

・
仏
等
の
諸
国
に
留
学
生
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
。

一
人
七
七
年
に
最
初
の
留
学
生
三
九
名
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の

後

一
八
八
二
年

(第
二
回
)
に

一
〇
名
、

一
八
八
六
年

(第
三
回
)
に
三
四
名
、

一
人
九
七
年

(第
四
回
)
に
六
名
が
派
遣
さ
れ
た
。
留
学
生
は
い
ず
れ
も
軍
事

・

軍
事
工
業
に
関
係
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
福
州
船
政
局
は
経

営
不
振
に
陥
り
、
留
学
生
の
派
遣
事
業
を
継
続
で
き
ず
、

一
八
九
七
年
は
最
後

の
留
学
生
派
遣
と
な

っ
た
。

洋
務
派
は
近
代
工
業
振
興
の
た
め
に
、
留
学
生
派
遣
を
実
施
し
た
が
、
必
ず

し
も
成
功
し
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
原
因
に

つ
い
て
、
林
子
勳
は

「第

一
に

無
計
画
。
第
二
に
幼
童

(留
学
生
)
は
若
す
ぎ
る
。
第
三
に
帰
国
後
、
科
挙
の

試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
と
指
摘
し
て
い
る
。

さ
て
、
日
清
戦
争
が
勃
発
し
た
後
、
留
学
先
は
日
本
に
向
け
ら
れ
た
。

最
も
重
要
な
日
本
留
学
の
唱
導
者
は
張
之
洞
で
あ

っ
た
。
彼
の
留
学
教
育

の

構
想
は

『
勧
学
篇
』

(
一
人
九
八
年
)
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
大
要
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

西
洋
に

一
年
出
る
こ
と
は
、
洋
書
を
五
年
読
む
こ
と
に
優
り
、
外
国
の
学
校
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で

一
年
学
べ
ば
、
中
国
の
学
校
に
三
年
学
ぶ
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
留
学
は
西

洋
よ
り
も
東
洋
が
良

い
、
地
理
的
に
近
く
、
交
通
費
が
掛
か
ら
ず
、
文
化
的
に

近
い
の
で
、
比
較
考
査
が
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
と
中
国
語
は
近
い
の

で
理
解
し
易
い
、
西
洋
の
学
術
で
学
ぶ
必
要
が
な
い
も
の
は
、
日
本
人
が
既
に

省
い
て
し
ま

っ
て
い
る
か
ら
都
合
が
よ

い
、
風
俗
が
近
い
の
で
、
滞
在
生
活
も

容
易
で
あ
る
、
等
の
理
由
を
あ
げ
て
、
日
本
留
学
を
推
奨
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
張
之
洞
が
執
務
し
て
い
た
湖
北

・
湖
南
両
省
は
留
学
生
を
派
遣

し
た
比
較
的
多
い
省
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
留
学
に
お
け
る
初
期
の
動
機
は
、
あ
く
ま
で
も

外
国
の
技
術
を
習
得
し
、
「以
夷
治
夷
」

(夷
を
以
て
夷
を
制
す
)
こ
と
に
あ
る
。

(二
)
日
本

の
留
学
生
受
入
観

日
清
戦
争
以
後
、
日
本
側
も
日
本

へ
の
留
学
を
推
奨
し
た
。
で
は
な
ぜ
、
ア

ジ
ア
の
工
学
系
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

当
時
、
ア
ジ
ア
の
工
業
は
.欧
米
と
比

べ
る
と
大
変
に
遅
れ
を
と

っ
て
お
り
、

ア
ジ
ア
の
工
業
が
速
や
か
に
促
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
人

物
が
い
た
。
そ
の
代
表
的
人
物
は
手
島
精

一
で
あ
る
。
手
島
の
回
顧
録

『
回
顧

五
十
年
』
に
よ
れ
ば
、
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
万
国
博
覧
会
で
ロ
シ
ア
の
工
業
学

校

の
出
品
が
展
示
さ
れ
、

ロ
シ
ア
の
工
業
教
育
が
工
業
技
術
者
養
成
の
た
め
、

学
理
と
実
習
と
の
並
行
教
授
を
信
条
と

し
て
、
学
校
内
に
工
場
を
設
け
先
進
工

業
諸
国
に
先
駆
け
て
共
同
作
業
教
育
を
実
施
し
て
い
た
。
後
進
国

ロ
シ
ア
の
新

し
い
教
育
方
法
の
成
果
に
、
同
じ
後
進
国
日
本
の
工
業
教
育
方
法
を
探
し
て
い

る
手
島
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
そ
の
後
彼
の
実
習
重
視
の
工
業
教
育
論
を
方

向
づ
け
る
も
の
と
な

っ
た
。

ま
た
彼
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
東
洋
諸
国
の
工
業
を
発
達
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
『
手
島
精

一
先
生
伝
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

「先
生
が
説
か
れ
る
所
に
依
れ
ば
工
業
を
他
国
人
に
授
け
て
や

っ
た
な
ら

ば
、
敵
に
糧
を
与

へ
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
で
あ
ら
ふ
か
と
、

云
ふ
考
を
持

つ
た
こ
と
も
あ
る
。
併
し
、
そ
れ
は
、
尚
深
く
考

へ
て
見
る
と
、

さ
う
云
ふ
雅
量

の
狭

い
こ
と
で
は
、
東
洋
教
育

の
首
脳
と
な

っ
て
行
く
こ
と

は
、
出
来
な
い
。
日
本
は
益

々
進
ん
で
行
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
又
、
他
の

東
洋
の
国
民
を
教
育
し
て
、
や
れ
ば
、
従

っ
て
、
東
洋
が
開
け
て
来
る
、
是

に
於
て
、
東
洋
が
西
洋
に
対
抗
す
る
こ
と
も
出
来
る
や
う
に
な
る
。
そ
れ
に

は
、
我
日
本
が
、
ど
う
し
て
も
、

一
頭
地
を
拔

い
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
将

来
、
益
、
先
頭
に
立

つ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
ん
な
、
ケ

チ
な
考
を
出
さ
ず
に
、
外
国
人
を
多
く
益
々
入
学
せ
し
め
て
、
教
育
し
て
や

る
の
が
、
よ
か
ら
ふ
と
云
ふ
の
で
、
日
本
人
を
入
れ
る
だ
け
入
れ
て
、
そ
れ

以
上
に
、
外
国
人
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
い
と
思

つ
た
の
で
あ
る
と
、
又
、

先
生
の
考

へ
ら
れ
し
に
は
、
我
日
本
は
、
工
業
立
国
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の

に
、
国
土
の
狭
少
な
為
、
工
業
原
料
が
不
足
し
て
い
る
、
然
る
に
、
他
の
東
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洋
諸
国
に
は
、
よ
く
調
査
す
れ
ば
、

そ
れ
が
、
幾
ら
で
も
あ
る
と
い
ふ
状
態

で
あ
る
、
故
に
我
国
の
工
業
発
達

の
た
め
、
是
非
、
他

の
東
洋
諸
国

の
工
業

原
料
を
、
取
入
れ
る
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
う
云
ふ
方
面
か
ら
見
て

も
、
我
国
が
、
東
洋
に
於
け
る
工
業

の
先
進
国
と
し
て
、
支
那

・
南
洋
等
の

工
業
を
、
開
発
指
導
す
る
こ
と
は
、

必
要
で
あ
る
と
、
云
ふ
の
で
あ
る
。
こ

れ
等
は
、
実
に
、
卓
見
と
云
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
」

一
九
世
紀
末
に
お
け
る
日
本

の
ア
ジ

ア
主
義
は
様

々
な
方
面
に
反
映
し
て
い

る
。
手
島
精

一
の
思
想
に
は
ア
ジ
ア
主
義

の
工
業
界
に
お
け
る
反
映
と
見
る
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
彼

の
考
え
方
は
同
時
期
、
岡
倉
天
心
の

「ア
ジ
ア
は

一

つ
に
」

(》
o曁一9
一〇自
O
凵卩①
)
と
共
通
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期

の

ア
ジ
ア
主
義
は
既
に
帝
国
主
義

の
萌
芽

も
現
れ
、
そ
の

一
表
現
と
し
て
、
工
業

原
料
に
関
す
る
考
え
方
が
最
終
的
に
略
奪
に
導
か
れ
る
傾
向
も
窺
え
る
。
こ
う

し
て
、
日
中
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
動
機

の
も
と
、
工
学
系
留
学
生

の
養
成

を
推
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
人
九
六
年
、
東
京
工
業
学
校

(後

に
東
京
高
等
工
業
学
校
、
東
京
工
業
大

学
に
昇
格
)
は
六
名

の
韓
国
人
留
学
生

を
受
け
入
れ
、
日
本
で
最
初

の
工
学
系

留
学
生

の
受
け
入
れ
校
に
な

っ
た
。
清

国
留
学
生
に
つ
い
て
は
、

一
九
〇

一
年

に
五
名
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

一
九
〇
〇
年
、

「文
部
省
直
轄
学
校
外
国
人
委
託
生
に
関
す
る
規
定
」
が
制

定
さ
れ

(
一
九
〇

一
年

一
一
月

一
五
日

「文
部
省
直
轄
学
校
外
国
人
特
別
入
学

規
定
」
に
改
定
)
、
留
学
事
業
は
法
的
に
整
備
さ
れ
、

一
定
の
規
定
が
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

二

工
学
系
留
学
の
比
率
お
よ
び
専
攻
別
ラ
ン
キ
ン
グ

(
一
)
工
学
系
留
学
の
比
率

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
研
究
の
べ
ー
ス
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
各
大
学
の

一

覧
、
各
種
名
簿
、
人
名
辞
典
、
各
雑
誌
、
伝
記
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
な
ど
の
資
料

に
基
づ
い
た
工
学
系
留
学
生
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
で
あ
る
。
こ
の
基
礎
デ
ー

タ
を
既
往
研
究
と
比
較
対
照
し
な
が
ら
、
工
学
系
留
学
の
輪
郭
を
描
い
て
み
た

膕
。

レ
既
往
の
研
究
で
は
、
実
藤
恵
秀
が

一
九
六
〇
年
に

『中
国
人
日
本
留
学
史
』

(く
ろ
し
お
出
版
)
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

一
九
〇
〇
ー

一
九
三
七

年
に
お
け
る
中
国
人
留
学
生
の
卒
業
生
総
数
が
集
計
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
工

学
系
留
学
生
の
総
人
数
を
集
計
し
、
そ
の
比
較
を
試
み
た

(表
-
)。

比
較
表
に
よ
る
と
、
工
学
系
留
学
生
の
総
留
学
生
に
占
め
る
比
率
が
分
か
る

が
、

一
〇
1
二
〇
%
の
幅
で
推
移
し
て
い
る
様
子
が
知
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、

清
末
の
卒
業
者
の
比
率
は
高
い
。

つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
清
末
期
に
お
け
る
工
学

系
重
視
の
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。

最
も
高
い
の
は

一
九
〇
八
-

一
九

一
一
年
で
あ
る
。
官

・
民
の
内
訳
を
見
る

と
、

一
九
〇
八
年
に
お
け
る
工
学
系
総
人
数

一
四
七
名
の
う
ち
、
官
立
は

一
〇

287



表1中 国人留学生 の卒業生総数 と工学系卒業生数 との比較(単 位:人)

年 卒業生総数 工学系卒業生 官立学校系 年 卒業生総数 工学系卒業生 官立学校系 年 卒業生総数 工学系卒業生 菅立学校系

1900 0 0 0 1915 420 71 57 1930 363 63 54

1901 40 0 0 1916 400 55 50 1931 460 80 74

1902 30 4 4 1917 311 56 45 1932 280 29 24

1903 6 1 1 1918 314 62 53 1933 182 14 13

1904 109 4 4 1919 405 57 53 1934 186 12 12

1905 15 4 4 1920 415 65 56 1935 208 26 25

1906 42 10 9 1921 465 82 76 1936 316 35 22

1907 57 13 12 1922 506 96 92 1937 202 42 31

1908 623 147 10 1923 413 82 82 1938 統計なし 16 7

1909 536 132 32 1924 431 86 80 1939 統計なし 14 8

1910 682 210 45 1925 347 68 66 1940 統計なし 10 10

1911 691 102 32 1926 287 80 77 1941 統計なし 16 16

1912 260 39 24 1927 291 49 44 1942 統計なし 22 4

1913 416 46 39 1928 286 41 40 1943 統計なし 8 5

1914 366 52 46 1929 417 62 57 1944 統計なし 23 8

註 卒業生総数は実藤恵秀 『中国人日本留学史』による。官立学校系は文部省直轄各教育機関の名簿により作成。

なお、卒業年不明なものを含まない。

名
で
翌
年
に
は
三
二
名
と
増
え
る
も
の
の
、
私
立
学
校
に
お
け
る
工
学
系
留
学

生
の
増
加
は
極
立

っ
て
お
り
、
工
学
系
留
学
生

の
比
率
が
高
く
な

っ
た
主
要
な

要
因
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
私
立
学
校
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
鉄
道
学
校
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
鉄
道
建
設
が
当
時

の
中
国
で

は
最
も
需
要
の
高

い
分
野
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

民
国
に
入
る
と
安
定
し
て
ゆ
き
、

一
九
二
六
年
を
除
け
ば
、
二
〇
%
前
後
を

推
移
し
て
い
た
。

一
九
二
六
年
は
工
学
系
留
学
生
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
が
、

一
九
三

一
年
に
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
こ
れ
を
受
け
て
数
多
く
の
工
学
系

留
学
生
が
退
学
し
て
ゆ
き
、

一
九
三
二
年
に
は

一
〇

・
三
六
%
に
ま
で
落
ち
た
。

そ
の
後
、
満
州
留
学
生
制
度
が
で
き
、
留
学
生
数
は
徐

々
に
回
復
し
て
い
っ
た
。

な
お
、

一
九
三
七
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
実
藤
に
よ
る
統
計
が
な

い
た
め
工
学

系
留
学
生
の
比
率
は
出
し
て
い
な

い
。

ち
な
み
に
、
文
部
省
直
轄
各
工
科
学
校

の
留
学
生
数

(卒
業

・
修
了

・
中
退

生
を
含
む
)
を
見
る
と
、
東
京
高
等
工
業
学
校
は

一
位
を
占
め
て
い
る

(表
2
)

。
ま
た
、
中
国
人
留
学
生
は
東
京
に
集
中
し
て
い
る
が
、
工
学
系
留
学
生
も
同

様
の
傾
向
に
あ
り
、
東
京
に
い
る
工
学
系
留
学
生
は
総
工
学
系
留
学
生
の
五
八

・

九
三
%
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
次
は
大
阪
で
、

一
〇

・
二
四
%
で
あ

っ
た

(表

3
)。

(二
)
専
攻
別
の
留
学
生
数

こ
こ
で
、
戦
前
期
留
学
生
を
受
け
入
れ
た

一
八
学
科
に

つ
い
て
、
留
学
生
数
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表2官 立工学系教育機 関の留 学生(1900-1945)

順位 名 称 人数 順位 名 称 人数

1 東京高等工業学校 785 13 北海道帝国大学 25

2 大阪高等工業学校 165 14 熊本高等工業学校 21

3 東京美術学校 100 15 東北帝国大学 20

4 名古屋高等工業学校 87 16 桐生高等工業学校 7

5 京都帝国大学 81 17 神戸高等工業学校 6

6 仙台高等工業学校 76 18 広島高等工業学校 6

7 明治専門学校 66 19 山梨高等工業学校 2

8 東京帝国大学 60 20 米沢高等工業学校 2

9 秋田鉱山専門学校 45 21 徳島高等工業学校 4

10 九州帝国大学 39 22 浜松高等工業学校 0

11 京都高等工芸学校 37 23 金沢高等工業学校 0

12 横浜高等工業学校 25

註:留 学生数は各教育機関の名簿に よる。 ただ し、秋 田鉱 山専門学校 につい ては

『日本留 学中華民 国人名調』(1939年4月 調 査)に よった。 また、徳 島高等 工業

学校の卒業生4名 の うち、3名 は国籍不明。なお、東京美術学校 は、工業 では

な く、工芸教育 を行っていたため、参考 のため入れてい る。

の
比
較

・
検
討
を
し
て
み
た
い
。

ラ
ン
キ
ン
グ
表

(表
4
)
か
ら
見
る
と
、
第

一
位
は
建
設
科

(二
九
三
名
)、

第
二
位
は
機
械
科

(二
七
八
名
)
、
第
三
位
は
応
用
化
学
科

(二
六
〇
名
)、
第

四
位
は
建
築
科

(
一
九
〇
名
)
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
別
の
見
方
も
で
き

る
。

表3工 学 系出身校 の所在地 とその比率(1900-1945)

順位 地名 比率(%) 順位 地名 比率(%)

1 東 京 58.9 9 横 浜 1.6

2 大 阪 10.2 10 熊 本 0.3

3 京 都 7。3 11 群 馬 0.4

4 ・名古屋 5.4 12 神 戸 0.4

5 仙 台 5.3 13 広 島 0.4

6 福 岡 4。1 14 徳 島 0.1

7 九 州 2.4 15 山 梨 0.1

8 北海道 1.6 16 米 沢 0.1

建
築

・
建
設

・
土
木
の
各
科
は
学
問
領
域
的
に
非
常
に
近
く
、
建
築

・
土
木

科
は
今
日
ま
で
存
続
し
て
い
る
が
、
建
設
科
は
明
治
末
期
の
鉄
道
建
設
興
隆
期

に
、
鉄
道
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
学
科
で
あ
る
。
こ
の
三
学

科
は
截
然
と
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
。
「建
築
」
と
い
っ
て

も
、
留
学
生
数
が

一
番
多
い
の
は
東
京
高
等
工
業
学
校
で
あ
る
が
、
実
は
同
校

に
は
土
木
科
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
科
に
は
土
木
の
内
容
も
含
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
「建
設
」
は
当
時
、
鉄
道
建
設
を
指
し
て
い
た
が
、
「造
家
」
(建
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表4工 学系留 学生専攻別 ランキング(単 位:人)

順位 専攻 留学生数 順位 専攻 留学生数

1 建 設 293 10 電気化学 73

2 機 械 278 11 窯 業 54

3 応用化学 260 12 鉱 山 24

4 建 築 190 13 工業化学 21

5 採鉱冶金 163 14 船 舶 12

6 土 木 140 15 造 兵 11

7 紡 績 135 16 醸 造 8

8 電 気 122 17 火 薬 3

9 色 染 94 18 印 刷 2

 

築
)
も
含
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、

「土
木
」
に
は
建
築
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
か
り
に

一
つ
の
ジ

ャ
ン
ル
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
建
築
科
、

建
設
科
、
土
木
科

の
留
学
生
を
合
わ
せ
る
と
、
実
に
最
大
多
数
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
東
京
大
学
工
学
部
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
建
築

・

土
木

・
都
市
工
学

・
環
境

の
四
学
科

の
留
学
生
が
全
工
学
系
留
学
生

の
約
半
数

を
占
め
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
が
、
国
土
建
設
期
に
あ

っ
て
は
、
建
設
系

の
人

材
の
需
要
は
高

い
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
応
用
化
学

・
工
業
化
学

・
電
気
化
学

の
化
学
系
は
合
わ
せ
る
と
三
五

四
人
に
の
ぼ
り
、
機
械
科
の
留
学
生
も
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
近
代
産

業
発
展
の
過
程
で
は
、
中
核
的
技
術
と
し
て
機
械
技
術
は
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。
そ
の
他
、
近
代
中
国
の
採
鉱
冶
金
、
紡
織
な
ど
も
日
本
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
た
。

こ
こ
で
、
上
位
の
土
木

・
建
築
、
機
械
、
化
学
に

つ
い
て
、
そ
の
北且
从
を
考

察
し
て
み
た
い
。

一
九
世
紀
は
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
の
時
代
と
も
言
わ
れ
る
。
近
代
産
業
の
発

祥
地

・
英
国
は
、
機
械

・
化
学

・
建
築
、
さ
ら
に
土
木
技
術
を
中
核
と
し
て
発

展
を
遂
げ
た
。
英
国
の
影
響
は
世
界
に
広
が
り
、

一
九
世
紀
末
、
ア
ジ
ア
で
も

西
洋
先
進
諸
国
を
目
指
し
、
近
代
化
を
推
進
し
た
。
日
本
の
工
学
教
育
が
英
国

か
ら
直
接
的
な
影
響
を
受
け
た
の
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
示
す
典
型
的
な
例
と

言
え
よ
う
。

中
国
も
例
外
で
は
な
い
。
中
国
の
近
代
産
業
は
半
植
民
地
を
背
景
と
し
て
兵

器
工
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
兵
器
工
業
に
と

っ
て
、
化
学

・
機
械
は
不
可
欠

の
技
術
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
近
代
の
工
業
教
育
も
化
学

・
機
械
か
ら
開
始
さ

れ
た
。
工
業
教
育
に
つ
い
て
は
、
江
南
機
械
局
の
工
芸
学
堂

(
一
八
九
八
年
創

立
)
は
、
い
ち
早
く
大
阪
高
等
工
業
学
校
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
機
械
工
芸

科
と
化
学
工
芸
科
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
天
津
の
直
隷
工
芸
総
局
工
芸
学
堂

(
一
九
〇
四
)、
北
京
の
芸
徒
学
堂

(
一
九
〇
四
年
創
立
)
に
も
機
械

・
化
学
科

が
設
け
ら
れ
た
。
建
設
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
鉄
道
学
校
が
同
時
期
に
各
地

に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
近
代
産
業
の
黎
明
期
に
お
い
て
、
機
械

・
化
学

・
建
設
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が
基
幹
技
術
分
野
で
あ

っ
た
こ
と
は
各
国
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。

留
学
生
数
が
最
大
多
数
を
占
め
る
建
設

・
建
築

・
土
木
科
の
留
学
生
に
つ
い

て
は
、
(表
5
)
の
よ
う
な
統
計
が
あ
る
。

建
設
科
の
留
学
に
つ
い
て
は
、
民
国

以
後
、
鉄
道
の
留
学
生
が
激
減
し
、
代

わ
り
に
建
築
と
土
木
科
の
留
学
生
が
増
え
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
本
国
に
お
い

て
鉄
道
建
設
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
広

い
範
囲
の
建
設
系
技
術
者
が
必
要
と
さ

れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
土
木
科
の
最
初

の
留
学
生
は
東
京
帝
国
大
学
の
選
科
生

・

黎
科
で
あ
る
。
ま
た
鉄
道
分
野
の
最
初

の
留
学
生
は
、

一
九
〇
六
年
に
岩
倉
鉄

道
学
校
を
卒
業
し
た
韋
仲
良
で
あ
る
。

こ
こ
で
建
築
科
を
例
に
し
て
、
最
初
期
の
留
学
の
状
況
を
考
察
し
て
み
た
い
。

中
国
人
留
学
生
が
学
ん
だ
工
業
学
校

(建
築
科
)
は
工
手
学
校

(私
立

・
工

学
院
大
学
)、
福
岡
工
業
学
校

(県
立

・
福
岡
工
業
高
校
)
、
東
京
高
等
工
業
学

校

(官
立

・
東
京
工
業
大
学
)、
名
古
屋
高
等
工
業
学
校

(官
立

・
名
古
屋
工

業
大
学
)、
早
稲
田
大
学

(私
立
)
、
横
浜
高
等
工
業
学
校

(官
立

・
横
浜
国
立

大
学
)
、
京
都
帝
国
大
学
、
日
本
大
学

、
武
蔵
高
等
工
科
学
校

(武
蔵
工
業
大

学
)、
神
戸
高
等
工
業
学
校

(官
立

・
神
戸
大
学
)
等
で
あ

っ
た
。

管
見
で
は
、
最
初
の
建
築
科
留
学
生
は
、
工
手
学
校
出
身

の
張
含
英
で
あ
る
。

張
含
英

(字
伯
華
)
は
雲
南
晋
寧
出
身
で
、

一
九
〇
六
年
初
頭
に
入
学
、

一

九
〇
八
年
七
月
に
卒
業
し
た
。
在
学
時
、
大
熊
喜
邦
の
紹
介
で
日
本
建
築
学
会

ゆ

の
準
員
に
な

っ
て
い
る
。
卒
業
後
、
雲
南
陸
軍
兵
工
場
監
督
、
実
業
司
名
誉
参

事
、
広
東
上
海
の
実
業
調
査
員
、
雲
南
兵
工
場
長
代
理
な
ど
を
歴
任
し
て
、

一

九

一
六
年
頃
、
雲
南
造
幣
厰
長
官
と
な

っ
た
。
当
時
の
中
国
に
は
、
未
だ
建
築

家
組
織
は
存
立
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
革
命
期
で
も
あ
る
た
め
、
所
謂
建
築
家
と

表5教 育機 関別建設 系(建 設 ・建築 ・土木)留 学生数(単 位:人)

機 関 名 称 建設 建築 土木 機 関 名 称 建設 建築 土木

東 京 帝 国 大 学 16 福 岡 工 業 学 校 1

京 都 帝 国 大 学 7 23 早稲 田大学理工学部 15 8

九 州 帝 国 大 学 5 日 本 大 学 2 1

北海道 帝国 大学 17 工 手 学 校 1 3

東京高等工業学校 140 東 京 工 科 学 校 7

名古屋高等工業学校 10 30 東京高 等 工学校 4 4

仙台高等工業学校 23 武蔵高等工科学校 4 1

横浜高等工業学校 4 岩 倉 鉄 道 学 校 114

熊本高等工業学校 8 東 亜 鉄 道 学 校 179

神戸高等工業学校 1 1 路 鉱 学 校 8

神奈川県立工業学校 1
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し
て
の
職
能
に
応
じ
た
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

民
国
以
後
、
中
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
は
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
鉄
道

・
道
路

・
橋
梁

・
水
利

・
市
政
工
程
の
各
分
野
に
お
い
て
多
角
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
都
市
建

設
が
進
展
し
て
ゆ
く
と
、
こ
れ
に
伴

っ

て
多
く
の
建
設
技
術
者
の
需
要
が
急
速

に
高
ま

っ
て
い
っ
た
。
ま
た
鉄
道
関
係

も
外
国
人
技
師
か
ら
中
国
人
技
師
に
移

り
始
め
、
多
く
の
人
材
が
必
要
と
な

っ

た
。
民
国
以
後
、
建
築

・
土
木
科
の
留
学
生
が
多
く
な

っ
た
北且
从
に
は
、
こ
の

よ
う
な
国
内
事
情
が
直
接
的
に
反
映
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

化
学
関
係
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
(表
6
)
の
統
計
が
あ
る
。

化
学
分
野
に
つ
い
て
は
、
優
秀
な
人
物
が
い
た
。
例
え
ば
、
京
都
帝
国
大
学

表6教 育機関別化学系留学生数(単 位:人)

機関名 応用化学 工業化学 電気化学

東 京 帝 国 大 学 9

京 都 帝 国 大 学 17

九 州 帝 国 大 学 12

東京高等工業学校 160 57

大阪高等工業学校 49

明 治 専 門 学 校 14 1

横浜高等工業学校 12 1

早稲 田大学理 工学部 4

岩 倉 鉄 道 学 校 4

米沢高等工業学校
3

広島高等工業学校 1 1

の
特
科
を
卒
業
し
た
范
鋭

(字
旭
東
、

一
八
八
三
-

一
九
四
五
)
は
中
国
に
お

け
る
塩
業

(Z
9為
O
い)

の
始
祖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
范
は
湖
南
湘
陰
人
で
、

一
九
〇
〇
年
に
日
本

へ
渡
り
、

一
九

一
〇
年
に
京
都
帝
国
大
学
理
科
化
学
科
に

入
学
、

一
九

一
二
年
に
工
業
化
学

(特
)
を
卒
業
し
て
い
る
。

一
九

一
一
年
帰

国
し
、
北
洋
政
府
北
京
鋳
幣
廠
で
検
査
分
析
を
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
の
実
業
事
情
を
視
察
す
る
た
め
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
へ
渡
り
、

一
九

一
四
年
に
帰
国
し
て
大
精
塩
公
司
を
設
立
。
さ
ら
に
、

一
九

一
人
年
に
永
利
製

鹸
公
司
を
設
立

(後
に
永
利
化
学
工
業
公
司
と
改
組
)、
青
島
に
永
利
塩
業
公

ゆ

司
を
設
立
し
、
国
産
鹸
の
製
作
に
大
き
な
貢
献
を
な
し
て
い
る
。

機
械
科
の
留
学
生
は
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
た

(表
7
)。

機 関 名 機械科

東 京 帝 国 大 学 6

京 都 帝 国 大 学 3

九 州 帝 国 大 学 4

東京高等工業学校 149

大阪高等工業学校 31

名古屋高等工業学校 9

仙台高等工業学校 5

明 治 専 門 学 校 13

横浜高等工業学校 1

熊本高等工業学校 3

早稲 田大学理 工学部 24

岩 倉 鉄 道 学 校 29

292

表7教 育機関別機械科留学生数
(単位:人)



戦前期日本に留学した中国人技術者に関する研究

三

最
初
期
の
留
学
生
受
入
機
関
と
留
学
生

(
一
)
最
初
期
の
留
学
生
受
入
機
関

一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
工
学
系
の
学
校
に
入
学
す
る
留
学
生
が
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
『
清
末
各
省
官
自
費
留
学
生
姓
名
表
』

に
は
、

一
九
〇
八

(光
緒
三
四
)
年
か
ら

一
九

〇
九

(宣
統
元
)
年
ま
で
に
卒
業
し
た

留
学
生

の
在
籍
校
を
記
録
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
東
亜
蠶
業
学
校

・
岩
倉
鉄

道
学
校

・
東
亜
鉄
道
学
校

・
信
濃
蠶
業
学
校

・
工
手
学
校

・
大
阪
関
西
工
学
校

・

大
阪
高
等
工
業
学
校

・
東
京
高
等
工
業
学
校

・
東
京
帝
国
大
学
等
、
工
学
系
を

中
心
と
す
る
教
育
機
関
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

当
時
、
日
本

の
学
制
に
よ
れ
ば
、
東
亜
蠶
業
学
校

・
岩
倉
鉄
道
学
校

・
東
亜

鉄
道
学
校

・
信
濃
蠶
業
学
校
は
実
業
学
校
に
分
類
さ
れ
、
工
手
学
校
は
徒
弟
学

校
に
分
類
さ
れ
、
大
阪
関
西
工
学
校

(後
の
大
阪
高
等
工
業
学
校
)
、
東
京
高

等
工
業
学
校
は
実
業
専
門
学
校
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
当
時
の
工
学

系
留
学
生
は
高
等
教
育
機
関
か
ら
中
等
教
育
機
関
ま
で
幅
広
く
就
学
し
て
い
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
各
工
学
学
校
の
名
簿
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

こ
こ
で
、
戦
前
に
お
け
る
文
部
省
直
轄
の
工
学
系
二
四
校
、
私
立
八
校
を
対

象
に
、
卒
業
生
の
所
属
学
科

・
卒
業
年
な
ど
を
分
析
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各

教
育
機
関
に
お
け
る
留
学
生
の
受
入
れ
状
況
が
概
観
で
き
る
。

(
a
)
帝
国
大
学

帝
国
大
学
は
日
本
の
工
学
教
育
の
最
高
機
関
で
あ
る
。
戦
前
、
東
京

・
京
都

・

九
州

・
北
海
道

・
東
北

・
大
阪
帝
国
大
学

(元

・
大
阪
高
等
工
業
学
校
)
で
留

学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
留
学
生
受
入
機
関
と
な

っ
た
の
は
、
東

京
帝
国
大
学
で
あ

っ
た
。

東
京
帝
国
大
学
は

一
八
九
九
年
か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

選
科
に
つ
い
て
は
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
記
録
的
に
は
、
本
科

卒
業
生
を
出
し
た

一
九
〇
六
年
が
最
初
と
な
る
。
以
下
、
順
を
追

っ
て
見
て
ゆ

く
と
、

一
九
〇
六
年
に
京
都
帝
国
大
学
工
業
化
学
科
を
卒
業
し
て
お
り
、

一
九

〇
八
年
に
北
海
道
帝
国
大
学
附
属
土
木
専
門
部
を
留
学
生
が
卒
業
し
て
い
る
が
、

正
式
な
本
科
留
学
生
の
卒
業
は

一
九
三
三
年
と
な
る
。
さ
ら
に
、

一
九

一
六
年

に
九
州
帝
国
大
学
採
鉱
科
を
卒
業
、

一
九

一
八
年
に
は
東
北
帝
国
大
学
土
木
工

学
科
を
留
学
生
が
卒
業
し
て
い
る
。

留
学
生
数
で
見
る
と
、
(表
8
)
の
よ
う
に
な
る
。
帝
国
大
学

の
う
ち
、
東

京
と
京
都
が
最
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
七
九
人
と
七
七
人
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
、

九
州
は
三
七
人
、
北
海
道

一
八
人
、
東
北
は

一
七
人
で
あ

っ
た
。
大
阪
帝
国
大

学
工
学
部
五
人
で
あ
る
。

(b
)
専
門
学
校

専
門
学
校
は
日
本
に
お
け
る
留
学
生
の
工
学
系
教
育
に
最
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。
そ
れ
は
筆
者
が
統
計
し
た
留
学
生
数
の
内
訳
を
見
る
と
歴
然

で
、
総
数
二
〇
〇
〇
余
名
の
う
ち
、

一
一
人
三
名
が
高
等
工
業
学
校
、
五

一
名

が
高
等
工
芸
の
出
身

で
あ
り
、
工
学
系
留
学
生
全
体
の
実
に
半
分
を
占
め
て
い
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た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

留
学
生
を
受
け
入
れ
た
工
業
、
工
芸
学
校
は
、
(表
9
)
の
よ
う
に
示
し
て

い
る
。
.東
京
高
等
工
業
学
校
は
専
門
学
校
で
は
圧
倒
的
な
人
数
を
示
し
て
い
る
。

一
九
二
九
年
東
京
工
業
大
学
に
改
称
、
そ
の
以
前
七
〇
九
名
と
そ
の
以
後

一
六

九
人
留
学
生
と
の
総
計
は
八
七
八
名
に
登
る
。
最
も
多
く
留
学
生
を
受
け
入
れ

た
工
業
学
校
で
あ
る
。
そ
う
し
た
背
景
に
は
、
五
校
特
約
生
と
い
う
両
国
間
に

お
け
る
取
り
決
め
が
あ

っ
た
。

で
は
、
五
校
特
約
生
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
〇
八
年
以
前
、
清
国
は
目
本
と

の
間
に
、
官
費
を
支
給
し
て
日
本
の
官

立
高
等
学
校

へ
留
学
さ
せ
る
学
生
の
定
員
を
取
り
決
め
た
。
清
国
で
は
留
学
生

の
数
が
き
わ
め
て
多
く
、
そ
の
数
が
万
を
越
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
〇
%

ま
で
は
速
成
を
学
び
、
普
通
科
の
課
程
を
修
め
る
者
が
三
〇
%
、
中
退
者
が
五
-

六
%
で
、
高
等
学
校
や
専
門
学
校
に
学
ぶ
者
が
三
i
四
%
、
大
学
に
入
る
者
は

一
%
過
ぎ
な
い
の
で
、
正
規
の
高
等
教
育
を
受
け
る
学
生
を
多
く
し
て
、

一
定

に
し
た
い
と
い
う
意
向
が
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
文
部
省
に
は
、
日
本
人
の
希
望
者
さ
え
試
験
に
よ
る
と
し

て
い
る
の
に
、
中
国
人
留
学
生
を
無
償

で
引
き
受
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

し
て
、
設
備
費

・
経
営
費
な
ど
の

一
部
を
負
担
し
て
貰
い
た
い
と
い
う
意
向
が

あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
両
国
に
お
け
る
再
三
に
わ
た
る
交
渉
の
結
果
、
日
本
側
は
、

一
九
〇
八
年
か
ら

一
五
年
間

(
一
九

二
二
年
ま
で
)
、
毎
年
、
第

=
咼
等
学
校

六
五
名
、
東
京
高
等
師
範
学
校
二
五
名
、
東
京
高
等
工
業
学
校
四
〇
名
、
山
口

高
等
商
業
学
校
二
五
名
、
千
葉
医
学
専
門
学
校

一
〇
名
、
計

一
六
五
名
の
入
学

を
許
可
す
る
こ
と
と
し
、
代
わ
り
に
、
清
国
側
は
、

一
名
五
校
生

つ
き
、
毎
年

一
九
〇
日
本
円
の
補
助
費
を
支
払
う
こ
と
と
し
た
。

そ
う
な
る
と
、

一
年
前

(光
緒
三
二
年

一
〇
月

一
七
日
、

一
九
〇
六
年

一
二

月
二
日
)
造
ら
れ
た

「奏
定
管
理
遊
学
日
本
学
生
章
程
」
の
第
六
節
中

の
、

「官
費
生
肄
業
官
立
高
等
専
門
学
校
者
毎
人
毎
年
学
費
日
金
四
百
五
十
円
整
」

と
併
せ
て
、

一
名
に
つ
き
、
約
毎
年
平
均
六
四
〇
円
を
あ
て
ね
ば
な
ら
な
く
な

る
。
当
時
、

一
九
〇
八
年
日
本
公
務
員
の
初
任
給
は
毎
月
五
〇
円
で
あ

っ
た
が
、

表8帝 国大学における工学系留学生の卒業者数と最初の卒業年
(単位:人)

大 学 名 正規卒業者 留学生総数 最初の卒業年

東京帝国大学 64 79 1906

京都帝国大学 60 77 1906

東北帝国大学 10 17 1922

九州帝国大学 33 37 1916

北海道帝国大学 1 18 1933

大阪帝国大学 5 6 1933

註1『 日本留 学中華民国人名 調』(1939年4月 調)を もとに、正

規 の卒業者 のみ を集計 してい る。

註2留 学生総数 は筆者の集計 による(1945年 まで)。
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表9工 業 ・工芸専門学校の留学生(単 位:人)

機 関 名 正規卒業者数 留学生繖 最初の卒業年 機 関 名 正規卒業者数 留学生繖 最初の卒業年

東京高等工業学校 672 785 1904 横浜高等工業学校 15 25 1923

大阪高等工業学校 145 165 1906 熊本高等工業学校 11 21 1909

名古屋高等工業学校 61 87 1910 桐生高等工業学校 7 7 1926

明治専門学校 58 66 1922 米沢高等工業学校 3 3 1926

仙台高等工業学校 41 76 1912 広島高等工業学校 2 6 1915

秋田鉱山専門学校 41 45 1915 神戸高等工業学校 1 6 1938

東京高等工芸学校 14 14 1926 福岡高等工業学校 1 1 1911

京都高等工芸学校 14 37 1909 神奈川県立工業学校 1 1 1917

註1『 日本 留学中華 民国人名調』(1939年4月 調)を も とに、正規の卒業者のみを集 計 している。

註2留 学生総数 は筆者 の集計 による(1945年 まで)。

も う一人の湯 時敏 は1905年 に電気科電気化学分科 を修了 した働。

註3大 阪高等工業学校 は1929年 に大阪工業大学に改称。表 中の人数 は大 阪工業大学の卒業生 を含 む。 なお、米

沢高等 工業学校 の留学生総数 については、当校の名 簿では2名 しか確認す ることが出来なか った。

一
年
当
た
り
六
〇
〇
円
で
あ

っ
た
。

留
学
生
の
経
費
は
全
て
各
省
の
負
担
に
な

っ
て
い
た
が
、
各
省
は
人
材
養
成

の
重
要
性
を
認
識
し
、
次

々
と
日
本
に
留
学
生
を
派
遣
し
た
。
民
国
に
入
る
と
、

一
九
二
〇
年

一
二
月

=
二
日
民
国
教
育
部
は
留
日
五
校
特
約
を
解
除
し
た
。

工
業
学
校
の
中
で
は
、
東
京
高
等
工
業
学
校
が
唯

一
の
五
校
特
約
制
に
よ
る

学
校
で
あ
り
、
条
件
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
た
め
人
気
が
高
か

っ
た
が
、
他
校

に
比
べ
留
学
生
も
多
か

っ
た
。

東
京
高
等
工
業
学
校
に
お
け
る
最
初
の
留
学
生
は
、

一
九
〇

一

(明
治
三
四
)

年
に
入
学
し
た
五
名
の
中
国
人
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
四

(明
治
三
七
)
年
に
は
、

王
守
善

・
周
培
炳
が
応
用
化
学
科
選
科
を
、
范
鴻
泰

・
洪
鎔
が
機
械
科
選
科
を

卒
業
し
た
。
も
う

一
人
の
湯
時
敏
は

一
九
〇
五
年
に
電
気
科
電
気
化
学
分
科
を

修
了
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
に
次
い
で
早
く
工
学
系
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
前
述
し
た
学
長
の
手
島
精

一
の
工
業
教
育
思
想
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。

東
京
高
等
工
業
学
校
に
次
い
で
留
学
教
育
の
役
割
を
果
た
し
た
の
は
大
阪
高

等
工
業
学
校
で
あ
る
。
こ
の
学
校
は

一
八
九
六
年
に
大
阪
工
業
学
校
と
し
て
創

立
さ
れ
、

一
九
〇

一
年
に
大
阪
高
等
工
業
学
校
に
改
称
し
て
い
る
。

一
九
〇
六

年
応
用
化
学
科
か
ら
楊
華

(河
北
)
・
沈
均

(江
蘇
)
・
袁
翼

(浙
江
)
の
三
名
、

窯
業
科
か
ら
施
弼

(福
建
)、
採
鉱
冶
金
科
か
ら
孫
海
環

(浙
江
)
、
計
五
名
の

　

最
初
の
留
学
生
が
卒
業
し
た
。

一
九
二
九
年
に
は
大
阪
工
業
大
学
に
改
称
さ
れ
、

更
に

一
九
三
三
年
大
阪
帝
国
大
学
に
昇
格
し
て
い
る
。

一
九
二
九
年
以
前
に
は
、

=
壬
二
名
の
留
学
生
が
卒
業
し
て
お
り
、

一
九
二
九
年
か
ら

一
九
三
三
年
ま
で
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に
五
名
、
都
合

=
二
八
人
の
留
学
生
が
卒
業
し
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
名
古
屋
高
等
工
業
学
校
も
多
数

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
最
初
の

留
学
生
は

一
九

一
〇
年
に
卒
業
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
機
械
科

の
季
新
益
、

色
染
科
の
陳
佐
漢

・
諸
人
龍
、
土
木
科

の
唐
在
賢

(江
蘇
官
費
、
修
業
)
、
郭

肇
元

(浙
江
官
費
、
修
業
)
四
名
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

そ
の
他
で
は
、
仙
台
高
等
工
業
学
校

・
京
都
高
等
工
芸
学
校

・
横
浜
高
等
工

業
学
校

・
熊
本
高
等
工
業
学
校

・
桐
生
高
等
工
業
学
校

・
神
戸
高
等
工
業
学
校

の
官
立
学
校
も
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
県
立
工
業
学
校
の
内
、
神
奈
川
県
立
工
業
学
校

・
福
岡
工
業
学
校
も

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
人
数

は
極
め
て
少
な
い
。

(
c
)
私
立
学
校

私
立
学
校
で
多
く
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
(表
-o
)
は
各
工
学
系
を

含
む
私
立
大
学

の
人
数

の
比
較
で
あ
る
。

早
稲
田
大
学
は
政
治

・
経
済
学
教
育

で
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
工
学
系
の

留
学
生
も
少
な
く
な
い
。

早
稲
田
大
学
で
は
、

一
八
九
九
年
以
来
、
清
国
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た

が
、

一
九
〇
五
年
七
月
に
は
、
新
た
に
特
設
機
関
と
し
て
清
国
留
学
生
部
の
設

立
を
内
外
に
表
明
し
た
。
清
国
留
学
生
部
以
外
に
、
政
治
経
済
学
部
の
留
学
生

が

一
番
多
か

っ
た
。
『
日
本
留
学
中
華

民
国
人
名
調
』
(
一
九
三
九
年
四
月
調
査
)

に
よ
れ
ば
、

一
九
〇
五
ー

一
九
三
九
年

の
政
治
経
済
学
部
の
卒
業
生
は

一
二
七

名
を
数
え
、
対
し
て
、
理
工
学
部
の
卒
業
生
は
二

一
名
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
日
本
大
学
も
工
学
系
大
学
で
は
な
い
の
で
、
工
学
留
学
生
が
少
な
か

っ

た
。職

工
学
校
と
し
て
は
、
工
手
学
校
が
代
表
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
最
初
の
卒

業
生
は
、

一
九
〇
五
年
に
応
用
化
学
科
を
卒
業
し
た
諸
翔
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、

一
九
〇
七
年
に
電
工
科
、

一
九
〇
八
年
に
建
築

・
土
木
科
、

一
九
〇
九
年
に
…機

ゆ

械
科
、

一
九

一
〇
年
に
採
鉱
科
、
と
各
科
最
初

の
留
学
生
が
卒
業
し
て
い
る
。

鉄
道
学
校
は
初
期
工
学
系
留
学

の
主
役
で
あ
る
。
そ
の
内
、
岩
倉
鉄
道
学
校

(現

・
岩
倉
高
等
学
校
)
・
東
亜
鉄
道
学
校

(閉
校
)
・
路
鉱
学
校

(閉
校
)
が

最
も
重
要
な
教
育
機
関
で
あ
る
。
筆
者

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
岩
倉
鉄
道
学
校

の

留
学
生
は
二
二

一
名

(内
、
建
設

一
一
四
名
)
、
最
初

の
卒
業
生
は

一
九
〇
六

年
に
卒
業
し
て
い
る
。
東
亜
鉄
道
学
校
の
留
学
生
は

一
八
七
名

(内
建
設

一
七

九
名
)
で
、
最
初
の
卒
業
生
は

一
九
〇
九
年
に
卒
業
し
て
お
り
、
さ
ら
に
路
鉱

学
校
は

一
四
二
名

(内
、
建
設
八
名
)
で
、
最
初
の
卒
業
生
は

一
九
〇
八
年
に

卒
業
し
て
い
る
。
鉄
道
学
校
は
清
末
工
学
系
留
学
の
中
軸
的
存
在
で
あ

っ
た
。

な
お
、
私
立
学
校
で
あ
る
鉄
道
学
校
が
多
数
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
の
は
、

中
国
か
ら
学
費

の
援
助
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
と
め
る
と
、
留
学
生
が
就
学
し
た
教
育
機
関
は
、
最
高
学
府
で
あ
る
大
学

は
少
な
く
、
中

・
高
等
教
育
機
関
の
実
業
学
校
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
は
最
も
早
く
政
府
留
学
生
を
受
け
入
れ
、

一
八
九
九
年

か
ら
工
学
系
の
中
国
人
留
学
生
の
教
育
に
当
た

っ
た
が
、
受
け
入
れ
人
数
は
極

め
て
少
な
く
、
卒
業
も
容
易
で
は
な
か

っ
た
。
私
立
の
教
育
機
関
の
う
ち
、
岩
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倉
鉄
道
学
校
を
は
じ
め
と
し
て
、
鉄
道
学
校
が

一
九
〇
〇
年
代
中
期
以
降
、
多

数
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
鉄
道
留
学
は
清
末
期
工
学
系
留
学
の
主
役
の
座
に

あ

っ
た
。
こ
れ
は
当
時
、
中
国
の
大
規
模
な
国
土
建
設
が
鉄
道
建
設
を
主
軸
に

展
開
し
て
い
た
状
況
を
如
実
に
反
映
し

て
い
る
。
ま
た
、
東
京
高
等
工
業
学
校

は
五
校
特
約
生
制
度
で
契
約
さ
れ
た
唯

一
の
工
業
学
校
で
あ

っ
た
た
め
、

一
九

〇
八
年
以
後
、
と
く
に
民
国
期
に
お

い
て
、
他
の
工
業
学
校
よ
り
多
数
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
近
代
留
学
教
育
に
最
も
影
響
力
を
も

つ
工
業
学
校
と

言
え
よ
う
。

(二
)
最
初
期
の
中
国
人
工
学
系
留
学
生

近
代
中
国
に
お
け
る
最
初
の
日
本
留
学
は

一
八
九
六
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。

駐
日
公
使

・
裕
康
は
留
学
試
験
に
合
格
し
た

一
三
名
の
中
国
人
留
学
生
の
受
け

入
れ
に

つ
い
て
、
日
本
国
外
務
大
臣

・
西
園
寺
公
望
に
依
頼
し
た
。
西
園
寺
は

当
時
、
東
京
高
等
師
範
の
校
長
で
あ

っ
た
嘉
納
治
五
郎
に
そ
の
教
育
を

一
任
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
中
国
人
留
学
生

の
受
け
入
れ
が
次
第
に
増
加
し
て
い
っ

た
。実

藤
恵
秀
の

『
中
国
人
日
本
留
学
史

稿
』
に
よ
る
と
、
初
期
の
留
学
生
受
け

入
れ
校
は
以
下
の
よ
う
に
な
る

(年
号
は
学
校

の
創
立
年
)。

横
浜
大
同
学
校

(
一
八
九
九
、
校

長
は
犬
養
毅
)
、
清
華
学
校
、
東
亜
商
業

学
校

(
一
九
〇

一
)
、
成
城
学
校

(
一
八
九
九
)、
日
華
学
堂

(
一
八
九
八
)
、

亦
楽
書
院

(
一
八
九
九
)
、
弘

(宏
)
文
学
院

(
一
九
〇
二
)、
東
京
同
文
書
院

表10私 立学校 の工学系留学生(単 位:人)

機 関 名 正規 卒業 留学生総数 最初の卒業年

早稲田大学理工学部21811g12

日本大学高等工業学校131922

工 手 学 校441908

岩 倉 鉄 道 学 校2211906

東 亜 鉄 道 学 校1871gog

路 鉱 学 校1421908

東京 高等 工学校491934

武蔵高等工科学校151937

関西高等工 学校111939

東 京 工 科 学 校71926

註1『 日本 留学中華民国人名調』(1939年4月 調)を もとに、

正規の卒業者 のみ を集 計 している。

註2留 学生総数 は筆者 の集 計による(1945年 まで)。

 

(
一
九
〇
二
)
、
東
斌
学
堂

(
一
九
〇
三
)
、
振
武
学
堂

(
一
九
〇
三
年
、
成
城

学
校

の
予
備
学
校
)
、
経
緯
学
堂

(
一
九
〇
四
年
)、
早
稲
田
大
学
清
国
留
学
生

部

(
一
九
〇
五
年
)
、
法
政
速
成
科
と
普
通
科

(
一
九
〇
七
年
)、
湖
北
路
鑛
学

校
、
警
監
学
校
、
志
成
学
校
、
警
監
速
成
科
、
警
察
速
成
科
、
大
成
学
館
な
ど
。

こ
こ
で
は
、
日
本
語

・
英
語

・
数
学

・
物
理
学

・
化
学
な
ど
、
語
学

・
自
然

科
学
を
中
心
と
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
留
学
生
の

受
入
れ
校
は
、
徐

々
に
拡
大
し
て
ゆ
き
、

一
九
〇
人
ー

一
九

=

年
に
は
中
国

人
留
学
生
数
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
。

そ
の
う
ち
、
日
華
学
堂
を
卒
業
し
た
留
学
生
の
中
に
は
、

一
八
九
八
年
北
洋

…



に
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
は
ま
た
張
焜
全

・
王
建
祖

・
金
邦
平

(字
伯
平
、
安
徽

夥
県
出
身
、

一
九
〇
二
年
東
京
専
門
学
校
卒
業
)
・
周
祖
培

(字
仲
蔭
、
江
蘇

　

蘇
州
出
身
、

一
九
〇
二
年
東
京
専
門
学
校
卒
業
)
が
い
た
。
浙
江
求
是
書
院
に

派
遣
さ
れ
た
の
は
陸
世
芳

(字
仲
芳
、

浙
江
仁
和
出
身
、

一
九
〇
二
年
東
京
高

等
商
業
学
校
卒
業
)
・
陳
幌

(
一
九
〇

ニ
ー

一
九
〇
五
年
、
東
京
帝
国
大
学
)
・

銭
承
誌

(字
念
慈
、
浙
江
仁
和
出
身
、

一
九
〇
二
年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
)
・

何
橘
時

(
一
九
〇
六
年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
)
・
江
有
齢

(法
政
大
学
進
学
)
・

呉
振
麟
が
い
た
。
南
洋
公
学
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
章
宗
祥

・
富
士
英

(字
意
誠
、

浙
江
海
監
出
身
、

一
九
〇
二
年
東
京
専
門
学
校
卒
業
)
・
雷
奮

(字
継
興
、
江

蘇
華
亭
出
身
、

一
九
〇
二
年
東
京
専
門
学
校
卒
業
)
・
胡
初
泰
、
楊
蔭
杭

(字

補
唐
、
江
蘇
無
錫
出
身
、

一
九
〇
二
年
東
京
専
門
学
校
卒
業
、
早
稲
田
大
学
に

入
学
)
・
楊
廷
棟

(字
翼
之
、
江
蘇
呉
県
出
身
、

一
九
〇
二
年
東
京
専
門
学
校

卒
業
)

の
六
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
最
初
期
の
留
学
生
と
し
て
、
後
に
中
国
の

重
要
な
職
務
を
担

っ
た
。

東
京
帝
国
大
学
は
近
代
日
本
に
お
い
て
最
初
の
官
立
の
大
学
で
あ
り
、
中
国

の
国
費
留
学
生
の
派
遣
に
当
た
り
選
択
さ
れ
た
大
学
で
あ

っ
た
。
「文
部
省
直

轄
学
校
外
国
人
特
別
入
学
規
程
」

(
一
九
〇

一
年

一
二
月
、
文
部
省
令
第
五
〇

号
)
に
よ
れ
ば
、
留
学
生
の
入
学
は
外
務
省

・
在
外
公
館
、
ま
た
日
本
に
所
在

の
外
国
公
館
の
紹
介
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
官
方
の
派
遣
者
の
み

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
私
費
留
学
生
は
入
学
で
き
な
か
っ
た
。

一
人
九
七
年
か
ら
東
京
帝
国
大
学
は
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
始
め
た

(表
H
)。
最
初
の
留
学
生
は
韓
国
人
留
学
生
で
、
そ
の
後
イ
ン
ド
、
清
国
と
続

い
た
。
東
ア
ジ
ア
の
中
で
は
、
韓
国
は
よ
り
早
く
日
本

へ
留
学
生
を
派
遣
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
東
京
高
等
工
業
学
校
、
岩
倉
鉄
道
学
校
も
同

様
で
あ

っ
た
。

中
国
人
の
工
学
系
留
学
の
最
初
は
、

一
八
九
九
年
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、

九
名
の
在
学
留
学
生
の
内
、
八
名
は
工
学
選
科
で
あ
り
、

一
名
だ
け
法
科
の
選

科
に
あ
る
。
そ
の
翌
年
の

一
九
〇
〇
年
も
四
名
の
留
学
生
は
す
べ
て
工
学
の
選

科
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
最
初
期
の
留
学
が
工
学
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
(表
12
)。

一
九
〇

一
-

一
九
〇
四
年
に
は
法
科
の
留
学
生
が
増
え
、
工
科
と
同
数
に
な

つ

た
。
そ
れ
は
中
国
の
維
新
派
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
維
新
派
は
技

術
の
発
展
よ
り
も
、
政
治
体
制
の
改
革
を
主
張
し
、
日
本
の
明
治
維
新
に
倣
お

う
と
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

一
九
〇
四
-

一
九
〇
六
年
に
か
け
て
、
清
朝

で
は
重
要
な
体
制
改
革
が
行
わ
れ
、

一
九
〇
四
年
商
部
が
成
立
、

一
九
〇
六
年

前
後
に
は
農
工
商
部
、
学
部
、
郵
傳
部
、
民
政
部
等
が
相
次
ぎ
設
立
さ
れ
た
。

新
し
い
体
制
に
は
そ
れ
に
応
じ
た
人
材
が
求
め
ら
れ
る
が
、

一
九
〇
五
年
以

後
、
工
科
と
法
科
の
留
学
生
数
が
逆
転
す
る
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
た
。

一
九

〇
五
年
に
お
け
る
留
学
生
二

一
名
の
内
訳
を
見
る
と
、
文
科
に

一
名
、
理
科
に

四
名
、
工
科
二
名
に
対
し
て
、
法
科
に
は

=
二
名

(他
に
、
大
学
院
生

一
名
)

も
進
学
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九
〇
六
年
に
は
、
留
学
生
三
〇
名
の
内
、
実

に
二
二
名
が
法
科
に
進
学
し
て
い
る
。

一
九
〇
八
年
以
後
は
各
科
の
バ
ラ
ン
ス
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表11東 京帝国大学の外国人留学生最初の受入年
(『東京帝国大学一覧』により整理)

国 別 受入年

韓 国 1897

イ ン ド 1898

清 国 1899

比 利 寶 1899

米 国 1900

露 国 1906

英 国 1911

土 耳 其 1912

仏 国 1914

秘 露 1920

台湾 は1899年 に受 け入れ られ た。

 

註

が
徐
々
に
図
ら
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
で
も
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
工
科
大
学
に

は
六
七
名
の
留
学
生
が
在
学
し
て
お
り
、
各
分
科
大
学
と
比
べ
る
と
、
第
二
位

の
位
置
に
あ

っ
た
。
同
時
に
、
そ
の
他

の
工
学
系
教
育
機
関
で
は
留
学
生
が
増

え
続
け
、
近
代
に
お
け
る
留
学
生
教
育

に
と

っ
て
無
視
で
き
な

い
存
在
と
な

っ

て
い
っ
た
。

さ
ら
に
工
科

の
中

の
状
況
を
考
察
す

る
。
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
に
は
、

土
木

・
機
械

・
船
舶

・
航
空

・
造
兵

・
電
気

・
応
用
化
学

・
火
薬

・
鉱
山

・
冶

金

・
採
鉱

の
各
科
が
あ

っ
た
。
工
学
系
留
学

の
実
態
を
考
察
し
て
見
る
と
、
学

科
選
択

の
特
徴
が
窺
え
る
。

最
初
期

(
一
八
九
九
年
)
に
工
科
に
在
籍
し
て
い
た
八
名
の
中
国
人
留
学
生

は
す
べ
で
選
科
生
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
は
、
土
木
工
学
科
選
科
の
黎
科

(広
東
)、

表12清 末にお ける東京帝 国大学 中国人留学生統計(『 東京帝 国大学一覧』 よ り作成。単位:人)

法科大学 医科大学 工科大学 文科大学 理科大学 農科大学 その他 小計

本科 選科 本科 選科 本科 選科 本科 選科 本科 選科 本科 選科

1899 1 8 9

1900 4 4

1901 4 4 8

1902 5 5 10

1903 4 3 7

1904 1 1 1 1 4

1905 13 1 1 1 4 院1 21

1906 22 1 4 2 院1 30

1907 4 23 4 1 4 3 聴20 59

1908 4 16 1 4 2 1 1 5 5 1 5 聴28 73

1909 8 8 1 5 7 1 3 6 5 1 5 聴36 86

1910 13 1 1 9 8 3 6 1 1 5 48

1911 10 2 10 8 4 11 4 1 院1 51

1912 5 3 1 10 2 3 2 2 1 29

合計
44 98 8 33 37 30 13 40 13 12 7 17

87 439
142 41 67 53 25 24

その他 の院 は大学院生 、聴は聴講生を示す。
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鄭
葆
亟

(福
建
)、
機
械
工
学
科
選
科

の
沈
現

(直
隷
)
、
張
鋲
緒

(直
隷
)、

高
淑
碕

(浙
江
)、
造
兵
学
科
選
科
の
安
慶
瀾

(直
隷
)
、
応
用
化
学
科
選
科
の

　

張
奎

(江
蘇
)、
蔡
成
焜

(直
隷
)
が

い
た
。

上
の
人
名
に

つ
い
て
は
、
黎
科
と
張
奎
以
外
は
、

一
八
九
人
年
に
北
洋
大
臣

の
派
遣
で
留
日
し
、
海
軍
兵
学
校
に
進
学
予
定
で
あ

っ
た
が
、
拒
否
さ
れ
て
、

ゆ

鄭
葆
亟
を
除
く
五
名
が
日
華
学
堂
に
入
学
し
た
。
海
軍
兵
学
校

へ
の
入
学
志
望

状
況
か
ら
見
る
と
、
日
清
戦
争
敗
北
以
後
、
海
軍
を
整
備

・
強
化
を
図
ろ
う
と

の
意
図
が
窺
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
先
端
の
軍
事
技
術
の
習
得
を
目
的
と

す
る
海
軍
兵
学
校
に
入
学
す
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
、
土
木

・
機
械

・
応
用
化
学

・
造
兵
学
科
な
ど
の
工
学
系
諸
学
科

へ
の
進

路
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

土
木
工
学
科
の
選
科
生

・
黎
科
は
広

東
人
で
あ
る
。
当
時
、
広
東
は
割
と
早

い
時
期
か
ら
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。

黎
科
は

一
八
九
八
年
に
来
日
し
、

一
八
九
九
-

一
九
〇
〇
年

の
一
年
間
在
学

し
た
。
在
学
中
、
革
命
組
織
励
志
社
に
参
加
し
た
。

一
九
〇
〇
年
に
改
良
派
の

唐
才
常

(
一
人
六
七
-

一
九
〇
〇
)
の
自
立
軍
と
、
革
命
者
が
日
本

へ
集
結
し
、

留
学
生
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
よ
り
、
留
学
生

の
間
に
は
、
「排
満

共
和
」
の
思
想
が
高
ま
り
、
革
命
思
想
が
ブ
ー
ム
と
な

っ
た
。
そ
こ
に
は
様
々

　

な
組
織
が
生
み
出
さ
れ
た
が
、
励
志
社
は
そ
の
中
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
唐
才
常

は
康
有
為
の
派
遣
に
よ
り
帰
国
し
、
君
主
立
憲
を
実
現
す
る
た
め
、
自
立
軍
を

組
織
し
、

一
九
〇
〇
年
八
月
、
励
志
社

の
会
員
の

一
部
は
自
立
軍
に
参
加
し
た
。

不
幸
な
こ
と
に
、
最
初
期

の
工
学
系
留
学
生

・
黎
科
と
同
級
生
の
鄭
葆
亟

・
蔡

成
焜
は
と
も
に
、
こ
の
年

の
漢

口
戦
闘
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。

機
械
工
学
科
選
科
の
沈
現

・
張
鋲
緒

・
高
淑
碕
、
応
用
化
学
科
選
科
の
張
奎

は

一
人
九
九
-

一
九
〇
二
年
在
学
。

張
鋲
緒
と
張
奎
は
後
に
農
工
商
部
に
就
任
し
た
。
張
鋲
緒
は
農
工
商
部
高
等

実
業
学
堂
の
教
育
及
び
芸
徒
学
堂
教
務
長
を
担
い
な
が
ら
、
京
師
大
学
堂
の
建

設
に
も
参
加
し
た
。

造
兵
学
科
選
科
の
安
慶
瀾
は

一
八
九
九
年
に

一
年
だ
け
在
学
し
た
。

最
初
の
八
人
に
続
い
て
入
学
し
た
の
は
、
陳
幌

(
一
九
〇
二
年
造
兵
学
科
選

科
入
学
)
、
何
橘
時

(
一
九
〇
三
年
採
鉱
及
冶
金
学
科
選
科
入
学
)
、
呉
栄
鬯

(
一
九
〇
三
年
土
木
学
科
選
科
入
学
)
で
あ

っ
た
。

陳
幌
は
字
楽
書
、
浙
江
人
で
、
日
華
学
堂
か
ら
第

=
咼
等
学
校
、
東
京
帝
国

大
学

へ
と
進
学
し
、

一
九
〇
ニ
ー

一
九
〇
五
年
の
三
年
間
に
わ
た
り
選
科
生
と

し
て
在
学
し
て
い
た
。

一
九
〇
四
年
に
は
、
東
京
の
清
華
学
校
理
科
講
師
を
担

当
し
た
。
卒
業
後
、
上
海
製
造
局

(兵
器
製
造
所
)
で
督
理
と
な
り
、

一
九

一

三
年
五
月
陸
軍
少
将
に
補
せ
ら
れ
、
八
月
中
将
と
な

っ
た
。
著
作
は

『
物
理
易

解
』、
翻
訳
は

『中
学
物
理
教
科
書
』
(水
島
久
太
郎
著
)
、
『
中
学
代
数
教
科
書
』

が

(著
者
不
詳
)
が
あ
る
、
帰
国
後
数
学
を
研
究
し
、
翻
訳
が
多
い
。

選
科
生
に
続

い
て
、

一
九
〇
六
年
か
ら
漸
く
本
科
生
が
誕
生
し
た
。
工
科
の
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最
初

の
本
科
生
は
何
橘
時
で
あ

っ
た
。
何

(
一
八
七
七
-

一
九
六

一
、
字
は
燮

侯
)
は
浙
江
諸
曁
出
身
で
、

一
九
〇
三
年
採
鉱
及
冶
金
学
科
選
科
入
学
、

一
年

後
、
本
科
に
進
級
し
、

一
九
〇
六
年
に
卒
業
し
て
い
る
。
卒
業
後
、
学
部
専
門

主
事
兼
京
師
大
学
堂
教
習
、
工
商
部
鉱
政
司
司
長
、
北
京
大
学
校
長
な
ど
歴
任

し
た
。
戦
後
中
央
監
察
委
員
会
委
員
、
全
国
人
民
代
表
大
会
代
表
、
浙
江
省
政

　

治
協
商
会
議
副
主
席
、
民
国
革
命
浙
江
省
委
員
会
主
任
な
ど
歴
任
し
た
。
何
は

帝
国
大
学
の
最
初
の
本
科
生
と
し
て
、
後
の
留
学
生

へ
大
き
な
自
信
を
与
え
た
。

一
九
〇
六
年
以
後
、
土
木
工
学
科

の
留
学
生
が
増
え
た
。

孫
慶
沢
直
隷
出
身
、

一
九
〇
〇
年

(光
緒
二
六
年
五
月
)
官
費
留
学
、
ま
ず

同
文
書
院
、
第

=
咼
等
学
校
で
勉
強
し
、

一
九
〇
六
年

(光
緒
三
二
年
七
月
)

に
土
木
工
学
科
選
科
に
入
学
、

一
九
〇
九
年
ま
で
在
籍
し
た
。

本
科
留
学
生
と
し
て

一
九
〇
七
年
に
入
学
し
た
施
恩
曦
は
最
初
の
人
で
あ

っ

た
。施

恩
曦
は
字
煕
台
、
江
蘇
省
崇
明
出
身
、
京
師
大
学
堂
か
ら
費
用
を
出
し
、

一
九
〇
二
年

(光
緒
二
八
年

一
一
月
)
来
日
、
第

一
高
等
学
校
で
学
習
し
、

一

九
〇
七
年
七
月
卒
業
、
同
年

(光
緒
三
三
年
六
月
)
そ
し
て
東
京
帝
国
大
学
土

木
工
学
科
に
入
学
、
彼
は
第

一
年
上
学
期
の
成
績
は
五
三

.
八
点
で
、
不
合
格

で
あ

っ
た
。
留
年
し
て
、

一
九

=
二
年
七
月
卒
業
し
た
。

一
九
三
六
年
に
青
島

ゆ

膠
済
鉄
路
局
工
務
所
に
勤
め
て
い
た
。

一
九
〇
八
、

一
九
〇
九
年
三
人
の
留
学
生
が
本
科
生
と
し
て
入
学
し
た
。
そ

れ
は
毛
毓
源
、
張
毅
、
黄
秉
端
で
あ
っ
た
。

毛
毓
源
は
浙
江
省
人
、
仙
台
第
二
高
等
学
校
を
卒
業
、

一
九
〇
八
年

(光
緒

三
四
年
六
月
)
に
土
木
工
学
科
に
進
学
、
第

一
年
上
学
期
の
成
績
は
平
均
五
四

.

五
点
で
不
合
格
と
な
り
、
留
年
し
た
。

一
九

一
四
年
七
月
に
卒
業
し
た
。
帰
国

後
、
南
京
兵
工
専
門
学
校
教
官
に
な

っ
た
。

張
毅
は
江
西
省
出
身
、
第
二
高
等
学
校
卒
業
、

一
九
〇
九
年

(宣
統
元
年
五

月
)
に
土
木
工
学
科
本
科

へ
入
学
。

一
九
〇
九
-

一
九

一
〇
年
に
留
年
、
結
局

　

正
式
に
卒
業
で
き
な
か

っ
た
。

黄
秉
端

(
一
八
八
六
1

?
)
は
江
西
臨
川
出
身
、

一
九
〇
五
年

(光
緒
一一=

年

一
〇
月
)
に
来
日
、

一
九
〇
九
年
土
木
工
学
科
に
入
学
、
彼
も
正
式
に
卒
業

　

で
き
な
か
っ
た
。

一
九

一
〇
年
尹
援

一

(
一
八
八
六
1
?
)
が
土
木
学
科
本
科
入
学
し
た
。
尹

援

一
は
字
肖
波
、
在
学
時
、
留
学
生
雑
誌

『
湖
北
学
生
界
』
(
一
九
〇
三
年
)

の
発
行
者
兼
編
集
。

一
九

一
〇
、

一
九

一
一
年
留
年
。
帰
国
後
、
上
海
銕
鉛
鉱

業
を
自
営
、
湖
南
省
公
署
実
業
科
長
兼
教
育
科
長

(
一
九

一
七
年
)、
湖
南
鉱

務
局
長

(
一
九

一
八
年
)、
奉
天
四
挑
鉄
路

の
開
通
と
共
に
同
局
の
総
務
処
長

(
一
九
二
七
年
)、
平
漢
鉄
路
局
秘
書
主
任
兼
工
務
処
長

(
一
九
二
八
年
)
、

一

九
三

一
年
ま
で
膠
済
鉄
路
代
理
管
理
局
長
、
秘
書
長
、
青
島
治
安
維
持
会
を
組

織
し
、

一
九
三
九
年
青
島
市
政
会
委
員
、
海
務
局
長
と
な

っ
て
い
る
。

戦
前
、

一
一
人
の
中
国
人
留
学
生
が
東
京
帝
国
大
学
土
木
工
学
科
に
在
学
し

て
い
た
。
し
か
し
、
清
末
期
に
お
け
る
五
人
の
本
科
留
学
生
の
内
、
卒
業
で
き

た
の
は
わ
ず
か
二
人
で
あ

っ
た
。
初
期
の
中
国
人
留
学
生
、
と
り
わ
け
本
科
に
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進
学
し
て
卒
業
を
果
た
す
の
は
、
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
あ

つ
た
と
言
え
よ

.つ
。ま

た
他
の
専
門
分
野
に
お
い
て
は
、

一
九
〇
九
年
、
付
爾
敝
が
造
船
学
科
本

科
、
呉
和
が
造
兵
学
科
本
科
、
洪
彦
亮

・
許
徴
が
冶
金
学
科
本
科
に
入
学
し
て

い
る
。

清
末
の
東
京
帝
国
大
学
の
留
学
生
に

つ
い
て
は
、
法
科
と
工
科

の
留
学
生
が

一
番
多
か

っ
た
。
そ
れ
は
当
時

の
中
国
に
お
け
る
需
要
と
教
育
面
の
空
白
を
示

し
て
い
る
。
工
科

の
内
で
も
、
土
木
科

の
留
学
生
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
機
械

科
に
お
け
る
学
習
内
容
も
建
設
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
た
め
、
総
じ
て
建
設
技

術
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
科
に
は

一
人

も
在
学
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
古
来
の
中
国
人
の

「営
造
」
に
関
す
る

認
識
と
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
中
国
古
代
の
建
設
行
為
で
あ

っ
た

「営
造
」
は
、

日
本
の

「土
木
」
に
近
く
、

「美
」
を
強
調
す
る

「建
築
」
よ
り
も
、
当
時
は

受
け
入
れ
や
す
い
概
念
で
あ

っ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
そ
の
他
で
は
、
冶
金

・

造
兵
も
留
学
の
重
要
な
内
容
で
あ

っ
た
。

東
京
帝
国
大
学
に
在
学
し
た
初
期

の
留
学
生
に
中
に
は
、
卒
業
に
は
至
ら
な

か

っ
た
り
、
あ
る
い
は
留
年
し
た
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
日
中
に
お
け
る
近
代
工
学
教
育
と
基
礎
教
育
と
の
問
に
は
、
か
な
り

溝
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

工
学
系
留
学
生
の
帰
国
後
の
状
況

工
学
系
留
学
生
の
帰
国
後
の
状
況
に

つ
い
て
、
ま
ず
、
工
学
系
留
学
生
の
勤

務
先
を
分
析
す
る
と
、
精
粗
は
あ
る
が
、
二
二
四

一
名

の
う
ち
九
六
四
名
に
つ

い
て
は
情
報
が
得
ら
れ
た
。
以
後
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
帰
国
後
の
状
況
を
考
察

し
て
み
た
い
。

(
一
)
留
学
生
の
勤
務
先
と
出
身
地
と
の
比
較

初
期
の
留
学
生
派
遣
事
業
は
省
単
位
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
留
学

生
の
帰
国
後
も
派
遣
省
に
戻
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
が
、
民
国
以
後
、
国
民
国
家

意
識
の
形
成
と
と
も
に
、
郷
里
に
対
す
る
帰
属
意
識
が
弱
ま
り
、
実
際
、
産
業

発
展
の
た
め
、
需
要
の
高

い
地
域
に
人
材
が
集
中
す
る
動
き
が
デ
ー
タ
か
ら
見

て
取
れ
る
。

(表

B
)
は
工
学
系
留
学
生
の
出
身
地
と
勤
務
地
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
浙
江
省
出
身
の
工
学
系
留
学
生
が
最
も
多
く
、

一
八

一
名
に
の
ぼ
る
。
そ
の
次
に
、
湖
南

・
湖
北

・
広
東

・
江
蘇

・
四
川

・
江
西
と

続
い
て
い
る
。
こ
こ
に
、
各
省
の
留
学
政
策
の

一
端
が
窺
え
る
。
浙
江

・
四
川

の
両
省
は
端
方

.
張
謇
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
同
様
に
湖
南

・
湖
北

・
広
東

の
各
省
は
張
之
洞
の
存
在
と
深
い
関
係
に
あ
る
。
彼
ら
は
留
日
政
策

の
提
唱
者

で
あ
る
の
で
、
留
学
生
の
派
遣
も
進
ん
で
い
た
。
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対
照
的
に
、
帰
国
し
た
留
学
生
の
勤
務
地
を
分
析
す
る
と
、
上
海

・
北
京

・

天
津

・
南
京
な
ど
の
大
都
市
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
浙
江

・
湖

表13工 学系留 学生の勤務地 と出身地(単 位:人)

地 名 勤務地 出身地 地 名 勤務地 出身地

北 京 73 15 江 蘇 17 135

上 海 96 17 福 建 26 74

天 津 53 11 安 徽 15 47

南 京 53 2 雲 南 8 44

湖 北 30 133 甘:粛 1 3

湖 南 56 155 山 西 35 81

河 南 18 11 山 東 35 75

四 川 26 137 台 湾 15 13

広 東 39 141 遼 寧 11 19

広 西 12 21 黒 竜 江 2 1

貴 州 5 32 吉 林 15 4

浙 江 39 181 奉 天 39 10

江 西 37 105 満 州 26 1

陜 西 7 13

河 北 21 96

北
な
ど
、
数
多
く
の
留
学
生
を
派
遣
し
た
省
に
戻
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
む

ろ
ん
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
産
業
振
興
の
集
積
地
に
高
度
な
技
能
を
有
し
た
人
材

の
需
要
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
で
は
、
東
北
各
省
も
多
か
っ

た
。

(二
)
勤
務
先
の
状
況

全
体
的
に
見
れ
ば
、
帰
国
後
の
留
学
生
は
教
育

・
官
署

・
産
業
技
術
部
門
に

奉
職
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
東
京
高
等
工
業
学
校
建
築
科
出
身

(
一
九
二

一
年

卒
業
)

の
柳
士
英
は
、
当
時
の
卒
業
生

の
就
職
状
況
に
つ
い
て
、
「裏
道
が
あ

る
人
は
官
に
な
る
。
貧
し
い
人
は
教
育
機
関
に
就
職
。
学
習
し
た
こ
と
を
実
践

　

し
、
実
際

の
仕
事
を
し
た
け
れ
ば
、
天
に
昇
る
よ
り
難
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
当
時
は
大
き
く
三

つ
進
路
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
だ
。
官
に
な
る
の

は

「学
爾
優
則
仕
」
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
よ
り
、
官
に
な
る
道
は
ベ

ス
ト
の
選
択
で
は
あ

っ
た
が
、
強
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
学
習
で
得
た
知
見
を
生
か
し
、
教
育
に
従
事
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の

一

つ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
業
に
就
く
の
は
か
な
り
困
難
を
伴
う
状
況
で
あ

っ
た

よ
う
だ
。

(表
14
)
は
工
学
系
留
学
生
の
帰
国
後
の
就
職
状
況

(教
育

・
官
署

・
産
業

技
術
部
門
)
で
あ
る
。
政
府
機
関

(省

・
市

・
県
)
に
は
比
較
的
多
く
の
人
材

が
奉
職
し
て
い
た
が
、
上
層
機
関
の
省
政
府
に
入
省
し
た
留
学
生
が
割
と
多
く
、

留
学
生
は
貴
重
な
人
材
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
政
府
機
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関
に
は
、
上
か
ら
庁

・
局

・
処
が
あ

っ
た
が
、
局
に
所
属
し
た
者
が
多
か
っ
た
。

職
務
か
ら
見
る
と
、
部

・
庁

・
局

・
処

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
様

子
が
知
ら
れ
る
が
、
中
に
は
、
政
府
機

関
ト
ッ
プ
の
省
長
を
は
じ
め
、
県
長
な

ど
、
文
字
通
り
政
府
高
官
と
し
て
職
務

を
遂
行
し
て
い
た
。

教
育
機
関
で
は
、
主
に
大
学

・
工
業
学
校
に
就
職
し
て
お
り
、
内
、
大
学
は

八
八
名
、
工
業
学
校
は

一
二
三
名
で
あ

っ
た
。
高
等

・
中
等
の
工
業
教
育
に
主

た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
校
長
に
な

っ
た
の
は
四

一
名
、
教

授
は
九
四
名
で
あ

っ
た
。

産
業
技
術
部
門
で
は
、
工
場
、
公
司
に
職
を
得
た
ケ
ー
ス
が
比
較
的
多

い
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
職
種
と
し
て
は
、
鉄
道

・
建
設

・
化
学
、
機
械
、

紡
績
、
兵
器
な
ど
広
範
に
わ
た
る
が
、
鉄
道

・
建
設
関
係
が
多
数
を
占
め
て
い

た
。紙

面
の
都
合
に
よ
り
、
東
京
高
等
工
業
学
校
建
築
科
に
学
ん
だ
留
学
生
の
帰

国
後
の
活
動
に
つ
い
て
重
要
な
例
の
み
を
挙
げ
る
。

教
育
方
面
で
は
、

一
九
二
〇
年
卒
業

し
た
柳
士
英

(字
飛
雄
、
一
八
九
三
i

一
九
七
二
)
が

一
九
二
三
年
に
民
国
期
最
初
の
建
築
科
と
な
る
蘇
…州
工
業
専
門

学
校
建
築
科
を
創
立
し
た
。
柳
士
英
は
主
任
に
就
任
、
同
窓
の
仲
間
た
ち

(劉

敦
槙

・
朱
士
圭

・
黄
祖
森
)
と
共
に
、

日
本
の
高
等
工
業
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
。
そ
の
後
彼
は
湖
南
省
長
沙
市
湖
南
大
学
土
木
系
教
授
、
副
学
長
と
な

っ

た
。劉

敦
槙

(字
士
能
、
一
人
九
七
-

一
九
六
人
)
は

一
九
二

一
年
卒
業
、
中
国

表14工 学系留学生の帰 国後 の就職状況(単 位:人)

官 庁教 育 ・研 究機 関

機関種別 総人数 職 務 人 数 機関種別 総人数 職 務 人 数

大 学 88 校 長 41 省 政 府 23 省 長 4

工業学校 123 教 授 94 市 政 府 13 市 長 2

師範学校 17 教 員 97 県 政 府 2 県 長 6

中 学 校 31 そ の 他 31 部 長 6

産業技術

庁 61 庁 長 !0

局 163 局 長 29

機関種別 総 人 数 職 務 人 数 処 66 処 長 14

工 場 170 工 場 長 23 公署 26 科 長 70

公 司 123 工 程 司 77

自 営 51 技 師 81

技 士 27
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建
築
史
の
研
究
と
教
育
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は

一
九
二
五

年
に
湖
南
大
学
土
木
科
教
授
と
な
り
、

そ
の
後
、
蘇
州
工
業
専
門
学
校
建
築
科

教
師
、
中
央
大
学
建
築
系
教
授
を
歴
任

し
、

一
九
三
〇
年
に
は
営
造
学
社
の
要

請
を
受
け
、
同
学
社
の
仕
事
に
就
く
。

一
九
四
三
年
に
中
央
大
学
に
転
任
し
、

逝
去
ま
で
建
築
教
育
に
従
事
し
た
。
著
作
に

『
蘇
州
園
林
』
(
一
九
五
六
年
)
、

『
中
国
住
宅
概
論
』

(
一
九
五
七
年
)
、
『
中
国
古
代
建
築
史
』

(
一
九
五
九
-

一

九
六
四
年
)
が
あ
る
。

朱
士
圭

(字
叔
侯
、
?
ー

一
九
八

一
)
は

一
九

一
九
年
に
卒
業
し
、
帰
国
後
、

上
海
紡
績
第
二
廠
技
師
を
経
て
、
蘇
州

工
業
専
門
学
校
建
築
科
、
南
京
工
専
、

中
華
職
業
大
学
、
大
夏
大
学
、
湖
南
大
学
で
教
鞭
を
執

っ
た
。

黄
祖
森

(字
鹿
森
、
一
八
九

一
1
?
)
は

一
九
二
五
年
に
卒
業
後
、

一
九
二

七
年
蘇
州
工
業
専
門
学
校
建
築
科
教
員
と
な
り
、
そ
の
後
、
漢
口
市
工
務
局
技

士
と
な

っ
た
。
著
作
に

『
建
築
工
程
実
用
計
算
図
表
』
が
あ
る
。

政
府
機
関
で
は
、
卒
業
生
の
多
く
は
建
設
関
係
の
部
門
に
配
属
さ
れ
た
。
北

京
市
は
都
市
建
設
を
促
進
す
る
た
め

一
九

一
四
年
に
市
政
公
所
を
設
立
。

一
九

一
七
年
に
卒
業
し
た
劉
基
森

(字
淵
甫
)
、
林
是
鎮

(字
志
可
、
一
八
九
六
ー
?
)

は
市
政
公
所
に
職
を
得
て
い
る
。
林
は
帰
国
後
、
京
都

(北
京
)
市
政
公
所
技

手
と
な
り
、
同
技
師
を
経
て
、
農
商
部
主
事
、
市
政
公
所
主
任
、
北
平
市
工
務

科
長
、
華
北
政
務
委
員
会
建
設
総
署
都
市
局
局
長
、
華
北
建
築
協
会
付
会
長
を

歴
任
し
た
。
彼
は
北
京
の
各
発
展
段
階

の
都
市
建
設
や
古
蹟
修
復
に
関
わ
る
重

要
な
人
物
で
あ
る
。

ま
た
地
方
で
は
、

一
九

一
九
年
卒
業
の
劉
国
樹

(字
恵
蒼
)
が
雲
南
昆
明
市

政
公
所
技
正
、
同
期
卒
業
の
朱
士
圭
が
無
錫
市
政
公
所
、

一
九
二
四
年
卒
業
の

林
常
懋

(字
勉
之
)
が
奉
天
市
政
公
所
に
奉
職
し
て
い
る
。

省
行
政
機
構
で
は
、

一
九

一
九
年
卒
業
の
張
斐
然

(字
孟
晋
、
一
八
九
四
i
?
)

が
江
西
政
府
委
員
兼
建
設
庁
長
、
河
南
省
政
府
委
員
兼
建
設
庁
長
を
は
じ
め
、

江
西
南
昌
工
務
局
長
、
武
漢
特
別
市
総
工
程
師
兼
公
用
局
長
を
歴
任
し
て
お
り
、

都
市
建
設
行
政
の
実
権
者
の
位
置
に
あ

っ
た
。

鉄
道
建
設
に
従
事
し
た
留
学
生
は
、
東
北
の
四
鄭

・
吉
長

・
四
跳

・
吉
敦
鉄

道
、
内
地
の
北
寧

・
粤
漢

・
漢
川

・
九
江

・
張
綏

・
京
綏
の
各
鉄
路
建
設
と
関

係
が
深
い
。
そ
の
う
ち
、

一
九

一
〇
年
卒
業
し
た
趙
世
造

(字
幻
梅
、
一
八
八

四
1
?
)
は
卒
業
後
中
国
に
戻

っ
て
清
進
士
と
な
り
、
張
綏
路
局
技
師
補
を
皮

切
り
に
、
九
江
鉄
路
公
司
協
理
兼
技
師
、
華
関
線
路
考
工
科
長
、
漢
粤
鉄
路
総

務
所
考
工
科
長
、
四
挑
鉄
路
工
程
局
長
、
京
綏
鉄
路
局
長
、
江
西
交
通
司
長
、

国
民
政
府
交
通
部
路
政
司
長
、
滬
寧
鉄
路
總
弁
な
ど
を
歴
任
、
全
国
的
に
鉄
道

建
設
事
業
に
従
事
し
た
。
さ
ら
に

一
九
二
八
年
以
後
は
、
戦
地
政
務
委
員
会
委

員
、
楊
子
江
水
道
整
理
委
員
会
技
術
主
任
な
ど
数
多
く
の
職
務
も
全
う
し
た
。

ま
た

一
方
で
、
『道
路
工
学
』
(
一
九

一
三
年
)
を
出
版
す
る
な
ど
、
土
木
建
設

事
業
に
お
け
る
技
術

の
導
入
と
実
践
に

つ
い
て
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
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ま
と
め

近
代
に
お
け
る
日
中
両
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
機
に
基
づ
い
て
工
学
系
留
学

を
推
進
し
た
。
そ
し
て
こ
の
軌
跡
は
、

日
中
近
代
史
を
織
り
な
す
重
要
な
側
面

と
し
て
存
在
し
、
ま
た
看
過
で
き
な
い
影
響
を
中
国
に
与
え
た
。
本
研
究
は
そ

の
輪
廓
に
つ
い
て
、
素
描
を
試
み
た
。

工
学
系
中
国
人
留
学
生
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
五
〇
年
の
間
に
、
留
学
生
全

体

の
お
よ
そ
二
割
を
占
め
て
お
り
、
清
末
に
は
三
割
に
近
い
留
学
生
を
見
た
。

こ
の
時
期
は
、
鉄
道
留
学
の
興
隆
期
に
当
た
る
が
、
こ
れ
は
、
中
国
近
代
の
大

規
模
建
設
が
、
鉄
道
建
設
か
ら
始
ま
る
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

ま
た
、
工
学
系
留
学
生
の
内
訳
か
ら

見
る
と
、
建
設
系

(建
設

・
建
築

・
土

木
)
の
留
学
生
が
最
も
多
く
、
そ
の
次

に
化
学
、
機
械
と
続
い
た
。
現
在
、
日

本
で
は
工
学
系
諸
学
科
の
再
編
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
旧
来
の
建
築

・
土
木
を

中
核
と
し
た
、
建
築

・
土
木

・
都
市
計

画

・
環
境
の
諸
学
科
が
依
然
と
し
て
留

学
生

の
進
学
先
と
し
て
根
強
い
人
気
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
基
盤
整
備

事
業
が
国
家
的
事
業
の
基
幹
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
、
ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る
経
済
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
都
市
再
開
発
や
環
境
保
全
な
ど
の
諸
問
題

に
対
す
る
重
要
性
を
示
し
て
い
よ
う
。

帰
国
後

の
留
学
生
の
足
取
り
を
見
る
と
、
出
身
地
で
は
な
く
、
大
都
市
に
集

中
し
て
い
た
傾
向
が
窺
え
た
。
こ
れ
は
、
清
末
以
後
顕
著
に
な
る
郷
里
に
対
す

る
帰
属
意
識
の
低
下
を
物
語
る
現
象
と
も
言
え
る
が
、
国
家
的
需
要
を
ベ
ー
ス

と
し
た
適
材
適
所
的
配
置
戦
略
と
も
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
宗
族
的
観

念
か
ら
国
民
国
家
的
観
念

へ
の
変
化
の

一
現
象
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
就
職
先
は
大
き
く
三
方
面
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
官
署

・
教

育
機
関

・
産
業
技
術
部
門
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
伝
統
的
価
値
観

「学
爾
優
則

仕
」
が
影
を
落
と
し
て
い
る
が
、

一
方
で
、

「近
代
」
と
い
う
大
…機
械
生
産
時

代

へ
と
向
か
う
過
度
期
に
あ

っ
て
、
先
進
技
術
を
身
に

つ
け
た
留
学
組

エ
ン
ジ

ニ
ア
の
活
躍
の
舞
台
が
広
が

っ
て
い
た
。

注ω

留
学
生
デ
ー
タ
は
、
主
と
し

て
以
下

の
資
料
を
参
考
に
し

て
作
成
し
た
。

1

名

簿
に

つ
い
て
は
、

『
留

日
中

華
学
生
名

簿
』
、

『
建
築
雑

誌
』
、

『
水
煙
会

名
簿
』
、

『
光
鯱
会

名
簿
』
、
『
岩
倉

鉄
道
学
校

一
覧

』
、
『
名

古
屋
高
等

工
業
学
校

一
覧
』
、

『
冬

夏
会
会
員
名
簿
九

〇
1
九

一
』
、
『
稲
門
建
築
会
名
簿
』
、
『
日
本
帝

国
文
部

省
年
報
』
、

『
福

岡
工
業

工
友
会
会
員

名
簿
』
、

『
東

工

の
五
〇
年
』
、

『
満
州

国
留

日
学

生
録
』
、

『
匠
美
会
会
員
名
簿
』
、
『
早
稲
田
建
築
学
報
』
、
及
び

『
東
京
帝

国
大
学

一
覧
』
、
『
東

京
高
等
工
業
学
校

一
覧
』
な
ど

の
各
学
校

の

一
覧
を
参
照
。

2

人
名

辞
典
に

つ
い
て
は
、
『
支

那
人
名
辞
書
』
、
『
現
代
支
那

人
名

鑑
』
、
『
最
新
支

那

官
紳
録
』
、
『
支

那
重
要
人
名
録
』
、
『
現
代
支
那
人
名
辞
典
』
、
『
中
華

文
化
界
人
物
総

鑑
』
、
『
日
本
満
州

土
木
建
築

名
鑑

』
、
『
日
本
留
学
支
那
要
人
録
』
、
『
現
代

東
亜
人
名
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鑑

』
、
『
中

国
紳

士
録
』
、
『
清
末
民
初
中

国
官
紳

人
名
録
』
、

『
最
新
支

那
要
人
伝
』
、

『
現
代
中
華

民
国
満
州

人
名
鑑
』
、
『
日
本
留
学
中
華

民
国

人
名

調
』
な

ど
を
参
考
。

3

中
国
語
資
料

に

つ
い
て
は
、

『
清
末
各
省

官
自

費
留

日
学

生
姓
名
表
』
、

『
民
国
名

人

図
鑑

』、

『
中
国
工
程
人
名
録
第

一
回
』
、
『
専
科

以
上
学

校
教
員
名
冊
』
、
『
中
華
留

日

東

京
工
業
大
学

同
学
録
』
、
『
留

日
東
京

工
業
大
学

同
窓

会
会
員
録
』
、
『
中
華
民
国
当

代
名

人
録
』
、
『
最
新
官
紳
履
歴
彙

録
』
、
『
中
華
民
国
職
官
表
』
、
『
民
国
人
物
大
辞
典
』

な

ど
を
参

照
。

㈲

林
子
勳

の

『
中
国
留
学
教
育

史

"
一
八
四
七
至

一
九
七

五
年

』

(台
北
、

華
岡
出
版

公
司
、

一
九
七
六
年

一
月
)

に
中

国
の
清
末
留
学
教
育
失
敗

の
原
因

を
検
討

し
た
。

偶

張
之
洞
は

一
八
三
七
年

に
天
津

に
生

ま
れ
る
。

一
八
六
三
年
に
進
士
合
格
、

一
八
八

四
年
か
ら
両
広
総
督

の
地
位

に
あ

り
、

一
八
八
九
年
か
ら

一
七
年
間
湖
広

(湖
北
、

湖
南

)
総
督
と
な

っ
た
。
清
仏
戦
争
敗
戦

後
、

富
国
強
兵

の
政
策
を
と

っ
て
、
広
東

に
造
兵
廠

、
造
幣
廠
、
陸
海
軍

兵
学
校

を
創

立
し

て
い
る
。
北
京
i
漢

口
間

の
鉄
道

建

設
を
推
進
し
、
大
冶
鐵
山
を
開
き
、
炭

鉱
開
発
、
製
鉄
所
建
設
、
さ
ら

に
武
漢

で

の
造
兵
、
製
糸
、
紡
績
な
ど

工
業

の
育
成

と
、

洋
務
後
期
を
代
表
す

る
業
績
を
あ
げ

て

い
っ
た
。
そ

の
彼
が
、
晩
年
教
育

制
度

の
改
革
に
カ
を
注
ぐ

こ
と

に
な

る
の
で
あ

る
。

ω

三
好
信
浩

『
日
本

工
業
教
育
成

立
史

の
研
究
-

近
代
日
本

の
工
業
化
と
教
育
』

風
間

書

房
、

一
九
七
九
年
一二
冖月
。

㈲

東
京
高
等

工
業
学
校
校
長
。

一
八
七
〇
年
二
二
歳

の
時
、
米
国

に
留
学

し
、

一
八
七

二
年

の
在
学
中
、
岩
倉
使
節

団
の
通
訳
を
勤
め
、
米
国

の
各
地
を
視
察

し
た
。
次

に

(6)

 

ω(8)

英
国

に
渡

っ
て
各

地
を
視
察
し
、

一
八
七
四
年

に
帰

国
し
て

い
る
。

一
八
七
六
年
文

部
省
八
等
出

仕
と
な
り
、
文
部
大
臣
に
随
行

し
て
、
米

国
の

ブ
イ
ラ
デ

ル
フ
イ
ア
の

米
国
独
立
記
念
大

博
覧

会

の
日
本
出
品
事
務
を
処

理
し
た
。

一
人
七
人
年
に
は
文
部

大
書
記

九
鬼
隆

一
に
随

行
し
、
パ
リ

の
世
界
大
博
覧
会

に
出
席

、
帰
国
後
も
内
国
勧

業
博
覧
会

と
深
く
関
わ

っ
た
。
彼
は
自
分

の
体
験

か
ら
工
業
教
育

の
重
要
性
を
痛
感

し
、

日
本

の
工
業

教
育

を
提
唱
し
た
。
後

に

「
工
業
教
育

の
慈

父
」
と
称
え
ら
れ

て

い
る

(安
達
龍
作

『
工
業
教
育

の
慈
父

手
島
精

一
伝
』

手
島

工
業
教
育

資
金
団
、

一
九
八

一
年

一
一
月
)
。

『
手
島
精

一
先

生
伝
』
手
島

工
業
教
育
資
金

団
、

一
九

二
九

年
八
月
、

一
六
六
-

一

六
七
頁
。

ア
ジ

ア
主
義

に

つ
い
て
は
、
松

本
健

一

『
竹

内
好

「
日
本

の
ア
ジ

ア
主
義
精
読

」
』

(岩
波
書
店
、

二
〇
〇

一
年
六
月
)
、
並
木
頼
寿

「
近
代

の
日
本
と

『
ア
ジ

ア
主
義
』
」

『
岩
波

講
座
世
界
歴
史

20
ア
ジ

ア
の

「近
代
」
』

(岩
波
書
店
、

一
九
九

五
年

五
月
、

二
六
九
-

二
九
〇
頁
)
を
参
照
。

現
在
、
中
国
側

の
資

料
は
断
片
的

で
あ

り
、
特
定

の
時
期

の
も

の
し
か
存
在

し
な

い
。

例

え
ば

『
各

省
官
自
費
留

日
学
生
姓
名
表
』

に
は
、

一
九
〇
八
i

一
九

一
一
年

の
留

学

生
状
況
が
記
録
さ
れ

て
い
る
が
、

一
九
〇

〇
年
前

後

の
状
況
に

つ
い
て
は
、

日
本

の
大
学

の

『
一
覧
』
に
拠
ら
ざ

る
を
得
な

い
。

し
か
し
、
日
本

の
各
大
学

の

一
覧

に

も
不
備
な
点

が
あ
る
。
例
え
ば
、
留
学
生
名

に

つ
い
て
も
、

一
九
四
〇
年
以
後

に

つ

い
て
は
、
不
明
な
機
閣
が
多

い
。
ま
た
、
卒
業

年
と
名
前
し
か
分
か
ら
な

い
と

い
う

憾

み
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
各
種
類

の
資
料

を
補

完
し
な
が
ら
作
業
を
す
る
必
要
が
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あ

る
。

そ

の
他

の
資
料
と
し

て
は
、
留
学
生

の
名
簿
や
学
校

別

の
名
簿
、
人
名
辞
典

が

あ
る
。

ま

た
、

留
学

生
状

況
は

『
学
部

官
報
』
、

外
務

省
外

交
史
料

館

の
資

料

(
三
ー

一
〇

ー
五
i
九
、

「在

本
邦
清
韓
両
国
留
学
生
員
数
表
」
)

に
も
散
見
で
き
る
。

戦
後

に
出
版
さ

れ
た
名
簿

も
あ
る
が
、
革
命
人
物

に
集
中

し
て
お
り
、

当
該
研
究
が

対
象
と
す

る
工
科

名
人

の
記
録
が
少
な

い
。
何
れ

に
し
て
も
、

本
デ

ー
タ
は
今
後
更

に
精
度
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

働

朱
有
獻
主
編
、
華

東
師

範
大
学

『
教
育
科
学
叢
刊
』
編
委
会
編
輯

『
中
国
近
代
学
制

史
史
料
』
第

一
輯
、

上
册
、

華
東
師
範
大
学
出
版
社
、

一
九

八
三
年

一
二
月
、

四
七

〇
頁
。

働

『
建
築
雑
誌
』

二
五
三
号
、

一
九
四

一
年

一
月
。

㈲

『
現
代
支
那
人
名
鑑
』
外
務
省
政
務
局
、

一
九

一
六
年

一
〇
月
、
非
正
式
。

㈱

『
日
本
留
学
中
華

民
国
人
名
調
』

(
一
九
三
九
年

四
月
調
査
)
、

『
日
本
留
学
支

那
要

人
録
』

(
一
九

四

一
年

一
二
月
調
査

)
、
久
大
、
永
利
等
公

司

『
記
念
范
旭
東
先

生
』

(
一
九

四
六
年
)
、

同
書

編
輯
組

『
化
工
先
導
-
范
旭

東
』

(中

国
文
史

出
版
社
、

一

九
八
七
年
四
月
)
、
師
俊

年
等

『
化
学
工
業

の
先
駆
-

范
旭
東
伝
』

(河
北

人
民
出
版

社
、

一
九
九
五
年
)
を
参
照
。

⑯

『
清
末
各
省
官
自
費
留
学

生
姓
名
表
』
佚
名
編
、
文
海
出
版
社
、

一
九

七
八
年
再
版
。

岡

明
治

四

一
年

の
学
校

系
統

図

(『
学

制
九
十
年
史
』

文
部
省
、

一
九
六
四
年
)

を
参

照
。

㈲

光
緒

三
三
年

一
一
月
三
〇
日

(
一
九
〇
八
年

一
月
三
日
)

「奏
定

日
本
官
立
高
等

学

堂
収
容
中
国
学
生
名
額

及
各
省
按
年

分
認
経
費

章
程
」

(多
賀
秋

五
郎
、
『
近
代
中

国

教
育
史
資
料

清
末
編
』
日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
七
二
年
三
月
。

⑯

『
値
段
史
年
表

明
治

・
大
正

・
昭
和
』
週
刊
朝
日
、

一
九
八
八
年
六
月
。

㈲

『
東
京

工
業
大
学

百
年
史

通
史
』

(東
京
工
業
大
学
、

一
九
八

五
年

五
月
)
、
『
東
京

高
等

工
業
学
校

一
覧
』

(
一
九

二
七
-

一
九
二
八
年
)
。
ま
た
、
手
島

工
業
教
育
資

金

団

『
手
島

精

一
先
生
伝
』

(手
島

工
業
教
育

資
金
団

発
行
、

一
九

二
九
年
、

一
六
七

頁
)
に
よ
れ
ば
、

一
九
〇
〇
年
に
最
初

の
清

国
人
留
学
生

一
名
を
受
け
入
れ

て
い
る
。

⑯

『
大
阪
工
業

大
学

一
覧
』

一
九
三
二
年
。

働

『
名
古
屋
高

等
工
業
学
校

一
覧
』

一
九
三
六
1

一
九
三
七
年

圃

『
工
手
学
校

一
覧
』

工
手
学
校
、

一
九

=
二
年
。

⑳

浙
江
求
是
書
院

は

一
八
九

七
年

に
創
立

さ
れ
た
中
国
に
お

い
て
最
も
早

い
普

通
学
校

の

一
つ
で
あ
る
。

一
八
九
八
年

か
ら
日
本
に
留
学

生
を
派
遣
し
、

一
九
〇

一
年

に
浙

江
求
是
大
学

堂
に
改
称
、

一
九
二
八
年
国
立
浙

江
大
学

と
な

っ
た
。

國

南

洋
公
学
は

一
八
九
六
年
創
立
、

一
八
九
七
年
学

生
を
受
け
入
れ

る
。
中
国

の
師
範

教
育

の
先
駆

で
あ
る
。

一
九
〇

四
年

に
上
海
商
務
学

堂
に
改
称
、

一
九
〇
六
年
郵
伝

部

高
等
実
業
学
堂
、
鉄
道
、
電
機
、
船
政
な

ど
学

科
を
設
け
、

一
九

一
二
年
上
海

工

業
専

門
学
校

、

一
九
二

一
年
上
海
交

通
大
学
と
な

っ
た
。

㈱

『
東
京
帝

国
大
学

一
覧
』

一
八
九
九
-

一
九

〇
〇
年
。

囲

黄

福
慶

『
清
末
留
学
生
』
中
央
研
究
院

近
代
史

研
究

所
専
刊
、
三
四
号
、

一
九
七

五

年
七
月
。

飼

清
末
最
初

の
留

日
学
生

の
愛
国
団
体

で
あ

る
。

一
九
〇
〇
年
東
京

で
創
立
さ
れ
、
会

員

は
二
〇
〇
名
、
励
志
社
が

一
九
〇
〇
年

一
二
月
か
ら

『
訳
書
彙

編
』
を
発
行
、

日
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本

の
明
治
維
新

の
著
作
、
思
想
、

人
物
な
ど
紹
介

、
留
学
生

の
雑
誌

の
最
初

の
も

の

で
あ
る
。

一
九
〇
二
年
解
散

し
た
。

岡

黄
福
慶

『
清
末
留
学
生
』
中
央
研
究
院

近
代
史

研
究
所
専
刊
、
三
四
号
、

一
九
七

五

年
七
月
。

㈲

東
京

の
清
華
学
校

の
前
身

は

一
八
九
九

年
梁
啓

超
が
創

立
し
た
東
京
大
同
学
校

で
し

た
。

校
舎

は
東
京
牛
込
区
東

五
軒

町
で
、
後

に
小
石
川

へ
移
転
、
東
亜
商
業
学
校
と

改
称
、

二
年

後
、
清
華
学
校

と
改
称

し
た
。

圏

田
原
天
南

『
清
末
民
初
中

国
官
紳
人
名
録
』

(中
国
研
究
会

、

一
九

一
八
年
。
文
海

出
版
社

、

一
九
七
三
年

二
月
再
版
)
、
黄
福
慶

『
清

末
留
学
生
』

(中
央
研
究
院
近
代

史

研
究
所
専
刊
、

三
四
号
、

一
九
七
五
年

七
月
。

一
九

八
三
年
六
月
再
版

)
、
厳
修

著
、

武
安
隆

、
劉
玉
敏
注

『
厳
修
東
遊

日
記
』

天
津

人
民
出
版
社
、

一
九
九
五
年

一

二
月
、

五
七
頁
)
な
ど
参
照
。

㈲

『
東
京
帝
国
大
学
卒

業
生
氏
名

録
』

(
一
九

二
六
年
五
月
)
、

都
平

『
北
京

大
学
創
弁

史
実
考
源
』

(
一
九
九
八
年
三
月
、
三

一
八
-

三
五
八
頁
)
、
楊
家
駱

『
中
華
民
国
職

官
年

表
』

(鼎
文
書

局
、

一
九
七

八
年

一
二
月
)
、
厳

修
著
、

武
安
隆

、
劉

玉
敏
注

『
厳
修
東
遊

日
記
』

(天
津
人
民
出
版
社
、

一
九
九

五
年

一
二
月
、
五
七
頁
)
な
ど
参

照
。

圃

『
清
末
各
省
官
自
費

留
学

生
姓
名
録
』
、
『
東
京
帝
国
大
学
卒
業

生
氏
名
録
』

(
一
九

二

六
年

五
月
)
、
『
東

京
帝
国
大
学

一
覧

』

(
一
九

〇
六
ー

一
九

〇
七
年
、

一
九
〇
九
-

一
九

一
〇
年
)
、
『
第

=
咼
等
学
校

一
覧
』

(
一
九

=
ニ
ー

一
九

一
四
年
)
。

圃

『
東
京
帝
国
大
学
卒
業
生

氏
名
録
』

(
一
九

二
六
年

五
月
)
、
『
清

末
各

省
官
自
費

留
学

生
姓

名
表
』

(東

京
帝
国
大
学
遊
学

生
姓
名
籍
貰

入
学
年
分
学

科
成
績
表
、
各

校
各

生
履
歴
清

冊
)
、

『
民
国
名
人
図
鑑
』

(
一
九
三
六
年

一
月
)
、
『
会
員

名
簿

』

(東
大
土

木

同
窓

会
、

一
九

三
八
年

一
一
月
)
、

『
第

一
高

等
学
校

一
覧
』

(
一
九

=
ニ
ー

一
九

一
四
)
、
『
日
本
留
学

中
華
民
国

人
名
調
』

(
一
九
三
九
年

四
月

調
査

、
興
亜
院

、

一

九

四
〇
年

一
〇
月
、
調
査
資
料
第
九
号
)
。

圃

『
東
京
帝

国
大
学
卒
業

生
氏
名
録
』

(
一
九

二
六
年

五
月
)
、
『
清
末
各

省
官
自

費
留
学

生
姓
名
表
』
、
『
会
員

名
簿

』

(東
大
土
木
同
窓
会
、

一
九

三
八
年

一
一
月
)、

『
日
本

留
学
中
華

民
国
人
名

調
』

(
一
九

三
九

年
四
月
調
査
)
、
『
日
本

留
学

支
那
要

人
録
』

(
一
九
四

一
年

一
二
月
調
査
)
。

圃

『
清
末
各
省
官
自
費

留
学
生
姓
名
表
』
、
『
東
京
帝
国
大
学
卒
業
生

氏
名
録
』

(
一
九

二

六
年
五
月
)
、
『
東
京
帝
国
大
学

一
覧
』

(
一
九
〇
九
-

一
九

一
二
年
)
。

團

『
清
末
各
省
官
自
費
留
学
生

姓
名
表
』
、
『
東
京
帝
国
大
学
卒
業
生
氏
名
録
』

(
一
九
二

六
年
五
月
)
。

飼

『
東
京
帝

国
大
学

一
覧
』

(
一
九

一
〇
1

一
九

一
二
年
)、
『
華
北
経
済
使
節
団
訪
日
録
』

(
一
九
三
九
年

一
二
月
)
、
『
湖
北
学

生
界
』
、
『
日
本
留
学
支
那
要

人
録
』

(
一
九
四

一

年

一
二
月
調
査
)
。

岡

勤
務
先

に

つ
い
て
は
、
各
学
校

一
覧
に
基
づ
く
統
計
と

は
異
な
り
、
相

対
的
な

統
計

と
言
え
る
。
史
料

に

つ
い
て
は
、

基
本

的
に
名
簿
、
人
名
辞
典
な
ど
を
参
考

に
し
た

が
、
名
簿
、
人
名
辞
典

の
多

く
は

一
九
三
〇
-

一
九
四
〇
年
代
に
出
版
さ

れ
た
も

の

で
あ
り
、
ま
た

目
本
側

の
出
版
物

が
多

か

っ
た
た
め
、
デ
ー
タ
に
偏
り
が
あ

る
こ
と

は
否
め
な

い
。

こ
こ
で
は
、
現
有
資
料

に
基

づ

い
て
整
理
を
行

っ
た
が
、
将
来
的

に
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補
完
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
比
率
を
算

出
で
き
な

い
。

ま

た
、

キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
に
際

し
て
、
筆
者
自
身

の
主
観

的
要
因
が
作
用
す

る
。

例
え
ば
、

同
じ
人
物
で
も
同
時

に
教
授
、
校
長

で
あ
る
可
能

性
が
あ
り
、
単
純

な
集
計
値

(合
計
人
数
と
総

人
数
)

に
よ

る
分
析

は
で
き
な

い
。

㈱

柳
士
英

「
回
憶

録
提
綱

」
(『
南

方
建
築

』

一
九
九
四
年

三
月
、

五
四
頁

)

に
は
、

「
通
則
為
仕
、
窮
則
施
教
」
と
記

し
て
い
る
。
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